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は
じ
め
に

　

人
類
の
歴
史
は
紛
争
に
満
ち
た
歴
史
だ
と
言
え
よ
う
。
過
去
の
紛
争
は
ま
た
次
の
紛
争
の
火
種
と
な
り
、
こ
の
よ
う
に
争
い
続
け
て
き

た
。
し
か
し
、
完
全
な
る
動
物
と
は
違
っ
て
、
お
互
い
の
暴
行
を
反
省
し
、
平
和
協
力
の
道
を
探
る
こ
と
こ
そ
、
我
々
が
文
明
の
ト
ー
チ

を
持
っ
て
進
ん
で
い
る
証
で
あ
る
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
米
国
）
と
は
か
つ
て
の
敵
国
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
「
不
動
の

同
盟
国
」
と
な
り
、
和
解
の
力
を
見
せ
て
い
る
（
１
）。

現
在
の
日
米
同
盟
は
、
日
本
の
自
国
安
全
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
地
域
に
お
け
る

抑
止
力
と
し
て
機
能
し
、
地
域
の
諸
国
に
安
心
供
与
の
公
共
財
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
２
）。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締
結
七
〇
周
年
の
現
在
、
日
米
同
盟
は
高
度
の
制
度
化
が
で
き
て
い
る
。
最
近
の
進
展
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
状
況
に
切
れ
目
の
な
い
形
で
実
効
的
に
対
処
す
る
同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ａ
Ｃ
Ｍ
）
と
、
緊
急
事
態
に
際
し
て
効
果
的
な
日
米
共

同
対
処
を
可
能
に
す
る
た
め
の
平
時
に
お
い
て
共
同
計
画
の
策
定
を
実
施
す
る
共
同
計
画
策
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）
が
す
で
に
設
置

さ
れ
た
（
３
）。

日
米
同
盟
は
、
か
つ
て
の
日
英
同
盟
や
日
独
伊
三
国
同
盟
な
ど
の
日
本
が
締
結
し
た
同
盟
よ
り
も
、
制
度
化
が
遥
か
に
進
ん
で

い
る
。
た
だ
し
、
日
米
同
盟
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
後
か
ら
す
ぐ
に
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
最
近
ま
で
は
「
日
米
同
盟
は
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
常
に
な
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

　

確
か
に
、
長
い
間
に
日
米
安
保
体
制
に
は
軍
事
同
盟
と
し
て
の
実
質
が
欠
け
て
い
る
。
日
米
同
盟
の
実
体
化
の
き
っ
か
け
は
、
米
中
接

近
と
い
う
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
米
軍
撤
退
に
よ
る
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
で
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
で
、
一
九
七
五

年
八
月
に
お
け
る
三
木
武
夫
首
相
と
フ
ォ
ー
ド
（Gerald Ford, Jr.

）
大
統
領
と
の
会
談
で
、「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相

互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
」（
以
下
、
安
保
条
約
）
の
円
滑
で
効
果
的
な
運
用
の
た
め
の
協
議
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
の
坂
田
道
太
防
衛

庁
長
官
と
シ
ュ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（Jam

es Schlesinger

）
国
防
長
官
と
の
会
談
で
、
防
衛
協
力
機
構
の
設
置
が
決
定
し
た
。
一
九
七
六
年
七
月
、
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日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
の
下
に
日
米
防
衛
協
力
小
委
員
会
（
以
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｃ
）
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
七
八
年
一

一
月
に
安
保
条
約
に
基
づ
く
日
米
協
力
を
具
体
化
す
る
た
め
の
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
策
定
さ

れ
た
（
５
）。

こ
う
し
て
、
安
全
保
障
協
議
の
ほ
か
に
、
共
同
作
戦
の
計
画
や
行
動
の
た
め
の
軍
事
組
織
が
成
立
し
、
日
米
同
盟
の
内
実
が
よ
り

充
実
し
て
き
た
。

　

で
は
、
日
米
同
盟
は
ど
の
よ
う
に
「
歴
史
上
最
も
成
熟
し
た
二
国
間
関
係
の
一
つ
」
と
な
っ
て
い
た
の
か
。
世
界
情
勢
が
幾
度
も
変
化

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
米
同
盟
は
制
度
化
の
向
上
を
通
じ
て
よ
り
固
い
絆
を
結
ん
で
き
た
（
６
）歩

み
と
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
先
行
研
究
に
、
吉
田
真
吾
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
（
７
）。

彼
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後

半
に
か
け
て
の
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
進
展
を
一
九
五
五
年
～
一
九
六
二
年
、
一
九
六
二
年
～
一
九
六
八
年
、
一
九

六
八
年
～
一
九
七
一
年
、
一
九
七
一
年
～
一
九
七
三
年
、
及
び
一
九
七
三
年
～
一
九
七
八
年
と
い
っ
た
五
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
様
相
と
原
因
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と

し
て
、
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
と
日
本
の
国
内
社
会
の
反
軍
主
義
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
米
間
の
相
互
不
安
は
日
米
同

盟
の
制
度
化
を
促
し
、
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
は
そ
れ
を
抑
制
し
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
、
日
米
両
政
府
の
相
互
不
安
が
持
続
し
て
い
る
ま
ま
な
の
か
、
日
本
の
国
内
社
会
の
反
軍
主
義

が
低
下
し
て
い
る
中
で
依
然
と
し
て
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
彼
の
研
究
に
反
軍
主
義
の
抑

揚
は
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
相
互
不
安
の
程
度
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
に
対
す
る
説
明
が
不
足
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
相
互
不
安

の
程
度
の
変
化
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
吉
田
が
提
示
し
て
い
る
理
論
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
米
同
盟
の

制
度
化
に
も
当
て
は
ま
る
の
か
を
検
証
し
た
い
。

　

上
述
の
問
い
に
対
し
て
、
本
稿
は
「
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
、
主
に
日
米
両
政
府
間

の
相
互
不
安
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
も
は
や
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
に
は
強
く
影
響
さ
れ
て
い
な
い
」
と
主
張
す
る
。
そ
れ
を
検
証
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す
る
た
め
に
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
緩
や
か
に
進
展
し
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
と
そ
れ
が
急
速
に
進
展
し
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
を
分

析
対
象
と
し
て
、
似
た
よ
う
な
反
軍
主
義
の
低
か
っ
た
両
時
期
に
お
け
る
相
互
不
安
の
程
度
が
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。
そ
し
て
、
日
米
両
国
の
政
策
当
局
者
の
相
互
認
識
を
分
析
す
る
た
め
に
、
外
交
文
書
や
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
の
一
次
文
献
を
使
用
し
、
世
論
調
査
や
日
本
社
会
党
（
以
下
、
社
会
党
）
の
議
席
数
や
そ
の
方
針
の
動
向
を
モ
ニ

タ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
反
軍
主
義
の
消
長
を
解
明
す
る
。

　

以
下
に
お
い
て
、
第
一
章
で
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
関
す
る
先
行
研
究
に
対
す
る
批
判
的
に
検
討
し
た
う
え
で
、
本
稿
の
問
い
を
提
示

し
、
分
析
枠
組
み
を
説
明
す
る
。
第
二
章
と
第
三
章
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
の
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
分
析
対
象
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
の
影
響
要
因
を
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
と
日
本
国
内

の
反
軍
主
義
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
う
。

一　

先
行
研
究
と
分
析
枠
組
み

　

本
章
で
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
稿
の
問
い
を
提
示
し
、

そ
し
て
分
析
枠
組
み
を
構
築
す
る
。
第
一
節
で
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
研
究
対
象
と
す
る
吉
田
真
吾
の
研
究
を
批
評
し
、
そ
の
問
題
点

を
引
き
出
す
。
第
二
節
で
、
上
述
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
本
稿
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
を
述
べ
る
。

㈠　

先
行
研
究
の
批
判
的
考
察

　

本
節
で
は
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
研
究
対
象
と
す
る
吉
田
真
吾
に
よ
る
『
日
米
同
盟
の
制
度
化

―
発
展
と
深
化
の
歴
史
過
程
』
を

詳
し
く
紹
介
し
、
そ
の
研
究
の
中
に
あ
る
問
題
点
を
踏
ま
え
て
本
稿
の
問
い
を
引
き
出
す
。
ま
ず
、
吉
田
研
究
の
問
題
意
識
、
主
張
、
お
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よ
び
具
体
的
な
論
証
内
容
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
独
立
変
数
の
変
化
の
大
き
さ
、
お
よ
び
独
立
変
数
の
包
摂
性
、
モ
デ
ル
の
持
続
性

と
い
う
三
つ
の
疑
問
点
を
投
げ
て
、
本
稿
の
問
い
を
提
示
す
る
。

１　

日
米
同
盟
の
制
度
化

　

日
米
同
盟
に
関
す
る
理
論
的
研
究
に
は
日
米
関
係
全
般
を
説
明
す
る
同
盟
の
ジ
レ
ン
マ
の
段
階
論
（
８
）と

、
冷
戦
後
の
日
米
同
盟
を
説
明
す

る
責
任
転
嫁
理
論
（
９
）が

代
表
的
で
あ
る
。
前
者
は
一
九
七
〇
年
代
を
境
に
し
て
、
そ
れ
以
前
に
日
本
に
と
っ
て
巻
き
込
ま
れ
る
不
安
が
強
か

っ
た
が
、
そ
の
後
に
見
捨
て
ら
れ
る
不
安
が
強
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
シ
ブ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
理
論
に
依

拠
し
、
日
本
が
対
米
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
を
せ
ず
に
、
日
米
同
盟
を
よ
り
緊
密
な
も
の
に
し
て
き
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
研
究
に
お
い
て
は
日
本
側
に
よ
る
同
盟
の
公
式
性
を
高
め
る
努
力
が
議
論
の
射
程
に
入
っ
て
い
な
い
の
で（
（1
（

、「
同
盟
の
制
度
化
」
の

概
念
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

吉
田
に
よ
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
関
す
る
研
究
は
、
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
先
行
研
究
か
ら
問
い
を
出
し
て
い
る（
（1
（

。
ま
ず
、
日
本
が

日
米
同
盟
を
必
要
と
す
る
研
究
の
中
で
、
理
論
的
研
究
と
し
て
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
は
日
本
社
会
に
深
く
根
付
い
た
「
反
軍
主

義
規
範
」
か
ら
、
制
度
論
者
は
日
本
憲
法
な
ど
の
国
内
諸
制
度
か
ら
日
本
が
「
軍
事
大
国
化
」
し
な
い
原
因
を
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、

吉
田
は
、
こ
れ
ら
静
態
的
な
議
論
で
は
日
米
同
盟
の
制
度
化
と
い
う
動
態
的
な
問
題
を
説
明
し
き
れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

動
態
的
な
「
責
任
転
嫁
論
」
に
よ
れ
ば
、
米
国
に
依
存
す
る
日
本
は
米
国
の
支
援
だ
け
で
外
部
の
脅
威
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
日
米
同
盟
を
強
化
す
る
。
し
か
し
、
吉
田
は
、
こ
の
理
論
は
米
中
和
解
と
米
ソ
デ
タ
ン
ト
と
い
う
「
二
重
の
デ
タ
ン
ト
」
の
時
期
に

お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
説
明
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
研
究
と
し
て
、「
自
主
防
衛
」
路
線
下
優
位
だ
っ
た
は
ず

の
一
九
六
〇
年
代
中
盤
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
は
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
依
然
と
し
て
進
ん
で
い
た
。

　

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
吉
田
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
の
国
際
環
境
の
変
化
を
契
機
と
し

た
日
米
両
国
の
政
策
当
局
者
の
相
互
認
識
の
変
化
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
日
米
間
の
安
全
保
障
関
係
の
発
展
や
深
化
の
過
程
を
た
ど
り
、
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当
該
期
に
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
進
ん
だ
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
、
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
に

よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
日
本
の
国
内
社
会
の
反
軍
主
義
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　

具
体
的
に
は
、「
日
米
両
政
府
の
相
互
不
安
」
と
「
反
軍
主
義
」
を
軸
と
し
て
長
期
的
に
み
る
と
、
大
別
し
て
三
つ
の
期
間
に
分
け
ら

れ
る（
（1
（

。
①
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
四
年
頃
ま
で
の
時
期
に
、
日
米
両
政
府
の
相
互
不
安
が
ま
だ
不
明
確
な
中
で
、
日
本
国
内
の
反
軍
主

義
が
高
ま
り
始
め
た
の
で
、
日
本
の
国
内
社
会
に
お
け
る
反
基
地
感
情
な
ど
の
相
互
不
安
以
外
の
要
因
が
同
盟
の
公
式
性
を
促
進
し
た
。

②
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
七
五
年
頃
ま
で
の
時
期
に
、
日
米
両
政
府
の
相
互
不
安
が
明
確
に
な
っ
た
が
、
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
が
高
揚

し
て
お
り
、
同
盟
の
公
式
性
が
高
ま
り
な
が
ら
軍
事
協
力
が
挫
折
し
て
い
た
。
③
一
九
七
五
年
以
降
の
時
期
に
、
日
米
両
政
府
の
相
互
不

安
が
持
続
し
つ
つ
、
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
が
弱
ま
っ
て
い
た
の
で
、
同
盟
の
公
式
性
と
軍
事
協
力
の
両
方
と
も
進
展
し
た
。

２　

批
判
的
検
討

　

こ
の
研
究
に
は
三
つ
の
疑
問
が
あ
る
。
第
一
に
、
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
相
互
不
安
で
は
、
い
か
に
因
果
関
係
を
説
明

す
る
の
か
。
吉
田
に
よ
れ
ば
、
三
つ
の
期
間
に
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
が
進
ん
で
い
た
時
期
も
あ
れ
ば
挫
折
し
た
時
期
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
従
属
変
数
の
変
化
は
主
に
日
米
間
の
相
互
不
安
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
の
抑
揚
の
影
響
を
強
く

受
け
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
第
一
期
」
に
日
米
間
の
相
互
不
安
が
ま
だ
明
確
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

当
該
期
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
日
米
間
の
相
互
不
安
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
日
米
間
の
相
互
不

安
が
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
吉
田
は
論
著
で
膨
大
な
史
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
詳
し

く
解
明
し
た
が
、
こ
の
構
図
は
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
論
理
性
に
欠
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
に
、
な
ぜ
日
米
間
の
相
互
不
安
が
常
に
存
在
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
吉
田
の
理
論
に
よ
る
と
、
日
米
同
盟
の

制
度
化
が
日
米
間
の
相
互
不
安
を
解
消
す
る
手
段
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
進
む
に
つ
れ
、
相
互
不
安
も
少
し
ず

つ
軽
減
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
既
に
現
れ
た
相
互
不
安
が
解
決
さ
れ
て
も
、
新
た
な
相
互
不
安
が
出
て
く
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る
こ
と
は
考
え
う
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
相
互
不
安
が
時
代
背
景
や
国
内
外
の
政
治
的
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
米
間
の
相
互
不
安
は
非
対
称
同
盟
関
係
に
由
来
す
る
も
の
、
も
し
く
は
一
般
の
同
盟
で
も
避
け
ら
れ
な
い
ジ
レ

ン
マ
と
い
っ
た
も
っ
と
根
源
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
原
因
は
相
互
不
安
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
根
源
的
な
要
因
も
検

討
し
た
方
が
い
い
。
当
然
、
吉
田
が
提
示
し
た
理
論
に
お
い
て
は
、
様
々
な
時
代
背
景
や
国
内
外
の
政
治
的
条
件
が
引
き
起
こ
し
た
心
理

的
効
果
を
日
米
間
の
相
互
不
安
に
帰
納
し
て
い
る
の
で
、
洗
練
し
た
理
論
で
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
い

わ
ゆ
る
「
相
互
不
安
」
の
包
摂
性
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
吉
田
が
提
示
し
て
い
る
理
論
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
も
当
て
は
ま
る
の
か
。
吉
田
は
、
論
著
の
終

章
で
日
米
両
政
府
の
相
互
不
安
が
持
続
す
る
一
方
、
日
本
の
国
内
社
会
で
反
軍
主
義
が
低
下
し
て
い
る
時
期
を
「
日
米
同
盟
の
制
度
化
の

第
三
期
」
と
定
義
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
こ
の
第
三
期
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
吉
田
の
研
究
課
題
の
射
程
が

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
の
時
期
な
の
で
、
彼
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
を

概
観
し
た
が
、
詳
細
な
実
証
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
い
わ
ゆ
る
第
三
期
の
延
長
線
上
に
あ
る
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
、

日
米
両
政
府
の
相
互
不
安
が
ず
っ
と
持
続
し
て
い
る
ま
ま
な
の
か
、
日
本
の
国
内
社
会
の
反
軍
主
義
が
低
下
し
て
い
る
中
で
依
然
と
し
て

日
米
同
盟
の
制
度
化
に
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
。
以
上
の
問
題
を
解
明
し
な
が
ら
、
吉
田
が
提
示
し
た
主
張
の
異
な
る
時
代

に
お
け
る
妥
当
性
を
検
証
し
て
み
た
い
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
疑
問
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
三
番
目
に
着
目
し
、「
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
、
一
九
八
〇
年
代
や
一
九
九
〇
年
代
に
お

い
て
も
、
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
日
本
の
国
内
社
会
の
反
軍
主
義
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
た
の
か
」
を
研
究
の

問
い
と
し
て
設
定
す
る
。
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㈡　

分
析
枠
組
み
の
構
築

　

本
節
で
は
、
本
稿
で
用
い
ら
れ
る
主
要
概
念
に
対
す
る
解
釈
、
そ
し
て
分
析

対
象
期
間
の
選
定
、
資
料
や
デ
ー
タ
の
使
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
。
ま
ず
、

本
稿
の
問
い
を
解
明
す
る
た
め
に
同
盟
の
制
度
化
や
相
互
不
安
、
反
軍
主
義
の

定
義
や
操
作
化
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
扱
わ
れ
る
分
析
対
象
期
間
の

選
定
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
論
述
し
、
米
国
と
日
本
の
両
方
か
ら
本
稿
が
依
拠

す
る
史
資
料
や
デ
ー
タ
を
説
明
す
る
。

１　

主
要
概
念
の
定
義
と
操
作
化

　

以
下
、
研
究
の
問
い
に
お
け
る
主
要
概
念
を
説
明
す
る
（
図
１
参
照
）。

⑴
　
同
盟
の
制
度
化

　

ま
ず
、
同
盟
の
制
度
化
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
本
稿
は
吉
田
の
研
究
と
同
様

に
、
リ
ー
ズ
ら
が
提
示
し
た
概
念
を
援
用
し
、「
同
盟
の
制
度
化
（alliance 

institutionalization

）」
を
「
同
盟
の
公
式
性
（form

ality

）」
と
「
同
盟
に
基
づ

く
平
時
の
軍
事
協
力
（peacetim

e m
ilitary coordination

）」
と
い
う
二
つ
の
側

面
か
ら
考
察
す
る（
（1
（

。
同
盟
の
公
式
性
は
、
正
式
的
な
運
営
機
構
、
同
盟
関
係
の

公
開
、
合
憲
的
な
批
准
手
続
き
か
ら
な
っ
て
い
る
。
正
式
的
な
運
営
機
構
と
は
、

同
盟
国
同
士
の
間
に
外
交
や
軍
事
の
問
題
を
話
し
合
う
場
で
あ
る
。
日
米
同
盟

に
は
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
よ
う
に
本
部
組
織
を
有
す
る

図1　研究の主要概念

日米同盟の

促

抑

制度化

日米間の

相互不安

日本国内

の反軍主義

同盟の公式性

平時の軍事協力

出所：筆者作成。
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わ
け
で
な
な
い
が
、
閣
僚
級
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
や
局
長
・
次
官
補
級
の
日
米
安
全
保
障
高
級
事
務
レ
ベ
ル
協
議
（
以
下
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
と
い
っ
た
文

官
官
僚
に
よ
る
安
全
保
障
協
議
の
新
設
や
格
上
げ
な
ど
の
動
き
が
観
察
で
き
る
。
そ
し
て
、
同
盟
関
係
の
公
開
や
合
憲
的
な
批
准
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
国
会
で
批
准
さ
れ
た
安
保
条
約
や
公
に
米
国
の
対
日
防
衛
公
約
を
確
認
・
再
確
認
す
る
共
同
声
明
な
ど
の
有
無
を
見
て
い

く
。

　

そ
し
て
、
軍
事
協
力
は
、
統
合
さ
れ
た
指
揮
系
統
、
統
合
さ
れ
た
軍
事
計
画
・
訓
練
・
装
備
調
達
か
ら
な
る
共
通
の
防
衛
政
策
、
共
同

部
隊
の
配
置
・
基
地
の
設
置
、
平
時
に
お
け
る
軍
同
士
の
協
議
、
計
画
や
調
整
の
た
め
の
軍
事
組
織
、
練
成
訓
練
・
技
術
の
提
供
、
有
事

に
お
け
る
指
揮
権
の
移
譲
や
兵
員
・
物
質
・
資
金
の
貢
献
を
指
し
て
い
る
。
加
え
て
、
吉
田
が
提
示
し
た
「
機
能
の
分
化
」
と
「
同
盟
国

間
の
任
務
や
役
割
の
分
担
」
も
軍
事
協
力
の
要
素
と
し
て
考
え
る
。

　

軍
事
協
力
を
具
体
的
に
摑
む
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
を
考
察
し
た
い
。
第
一
に
、
日
米
同
盟
に
統
合
さ
れ
た
指
揮
系
統
は
構
築
さ
れ
て

い
な
い
。
第
二
に
、
共
通
の
防
衛
政
策
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
改
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
に
、
日
米
間
に
共
同
部
隊
は
な

い
が
、
在
日
米
軍
基
地
は
存
在
す
る
。
基
地
の
共
同
使
用
の
進
展
や
日
本
政
府
が
米
軍
駐
留
に
対
す
る
財
政
面
の
支
援
が
見
ら
れ
る
。
第

四
に
、
軍
同
士
の
協
議
の
例
を
挙
げ
る
と
、
一
九
六
八
年
に
設
置
さ
れ
た
幕
僚
研
究
会
同
や
一
九
七
七
年
に
改
組
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｃ
の
作
業

部
会
が
あ
る
。
第
五
に
、
共
同
作
戦
や
共
同
対
処
行
動
に
関
す
る
政
策
調
整
の
場
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｃ
は
、
計
画
や
調
整
の
た
め
の
軍
事
組
織

に
準
ず
る
。
第
六
に
、
練
成
訓
練
・
技
術
の
提
供
に
つ
い
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
軍
事
技
術
協
力
の
進
展
を
見
て
い
く
。
第

七
に
、
日
米
間
の
指
揮
権
の
移
譲
は
公
に
存
在
し
な
い
。
第
八
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
ら
れ
た
日
米
間
の
「
盾
と
槍
」
の
役
割
分
担

に
つ
い
て
は
、
日
本
が
そ
れ
に
従
っ
て
防
空
と
対
潜
能
力
を
向
上
す
る
た
め
の
防
衛
力
整
備
に
注
目
し
た
い
。

⑵
　
相
互
不
安
と
反
軍
主
義

　

ま
た
、
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
吉
田
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
相
互
不
安
は
、「
米
国
の
提
供
す
る
安
全

の
信
頼
性
に
対
す
る
」
日
本
政
府
の
不
安
と
「
日
本
が
米
国
と
の
同
盟
を
離
れ
て
自
立
化
す
る
こ
と
へ
の
」
米
国
政
府
の
不
安
を
指
し
て
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い
る（
（1
（

。
こ
れ
は
日
米
間
の
国
力
や
軍
事
力
の
非
対
称
性
、
そ
し
て
自
立
性
の
譲
渡
を
代
償
に
安
全
保
障
の
提
供
を
受
け
る
と
い
う
非
対
称

的
な
価
値
交
換
に
根
差
し
て
お
り
、
非
対
称
的
な
相
互
不
安
と
い
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
抽
象
的
な
概
念
を
実
証
的
に
考
察
す
る
た

め
に
、
当
時
日
米
両
国
の
お
互
い
に
対
す
る
政
策
、
公
式
文
書
に
お
け
る
記
述
や
政
策
当
局
者
の
言
説
、
そ
し
て
、
そ
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
の
努
力
な
ど
を
通
じ
て
、
相
互
不
安
の
様
子
を
具
体
化
す
る
。

　

最
後
に
、
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
定
義
と
し
て
、
反
軍
主
義
（antim

ilitarism

）
と
は
、「
軍
事
組
織
や
軍
事
力

行
使
に
対
す
る
嫌
悪
の
感
情
で
あ
る（
（1
（

」。
悲
惨
な
第
二
次
世
界
大
戦
が
日
本
国
民
の
「
集
団
的
記
憶
」
と
な
り
、
戦
後
の
平
和
憲
法
は
多

く
の
人
に
よ
っ
て
戦
争
へ
の
反
省
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
社
会
文
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
安
全
保
障
分
野
に
対
し
て

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り（
（1
（

、
時
に
は
日
本
政
府
の
行
動
を
制
約
し
て
い
る（
（1
（

。
反
軍
主
義
の
程
度
を
測
定
す
る
た
め
に
、
世
論
調
査
で
の
防

衛
感
情
や
防
衛
方
法
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
当
時
に
お
け
る
日
本
国
民
の
反
軍
主
義
の
度
合
い
を
把
握
す
る
。
そ
し
て
、
反
軍
主

義
を
代
表
す
る
野
党
第
一
党
で
あ
る
社
会
党
は
自
国
の
軍
事
力
に
つ
い
て
は
「
非
武
装
」
を
、
米
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
中
立
」
を

主
張
し
て
い
た
。
同
党
の
議
席
数
や
そ
の
党
是
や
方
針
の
動
向
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
反
軍
主
義
の

消
長
を
解
明
す
る
。

２　

分
析
対
象
期
間
・
資
料
・
デ
ー
タ

　

本
稿
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
に
着
目
す
る
。
具
体
的
に
は
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年

代
に
焦
点
を
当
て
て
研
究
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
期
間
に
焦
点
を
当
て
る
理
由
は
主
に
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
本
稿
の
目
的
は
、
吉
田
が
主
張

す
る
「
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
は
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
促
し
、
日
本
の
国
内
社
会
の
反
軍
主
義
は
そ
れ
を
抑
制
す
る
」
と
い
う
論

点
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
も
当
て
は
ま
る
の
か
否
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
第
三
期
の
延
長

線
」
で
あ
る
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
、
果
た
し
て
持
続
し
て
い
る
日
米
両
政
府
の
相
互
不
安

と
日
本
の
国
内
社
会
に
お
け
る
低
下
し
て
い
る
反
軍
主
義
に
左
右
さ
れ
て
い
た
の
か
を
実
証
的
に
解
明
し
た
い
。
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ま
た
、
こ
れ
ら
の
期
間
に
相
互
不
安
の
変
化
が
激
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
、
主
に
何
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
の
か
、
何
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
を
解
明
す
る
た
め
に
、
吉
田
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代

後
半
に
か
け
て
の
時
期
を
選
ん
だ
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
期
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
詳
細
な
史
資
料
で
説
明
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
米
間
の
相
互
不
安
が
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
に
及
ぼ
す
影
響
の
抑
揚
が
著
し
く
な
い
。
一
九
五
五
年

か
ら
一
九
六
四
年
頃
ま
で
の
時
期
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
日
米
間
の
相
互
不
安
の
有
無
を
問
わ
ず
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
進
ん
で
い
た
こ

と
は
さ
ら
に
日
米
間
の
相
互
不
安
と
い
う
独
立
変
数
の
作
用
を
弱
め
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
緩

や
か
に
進
展
し
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
と
そ
れ
が
急
速
に
進
展
し
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
を
分
析
対
象
に
し
て
、
こ
の
二
つ
の
時
期
に
お

け
る
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
や
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
と
の
両
面
か
ら
、
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
要
因
を
考
察
し
て
い
く
。

　

最
後
に
、
本
稿
が
依
拠
す
る
史
資
料
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
日
米
両
国
の
政
策
当
局
者
の
相
互
認
識
を
分
析
す
る
た
め
、
外
交

文
書
が
中
心
的
な
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
米
国
側
の
外
交
文
書
に
つ
い
て
は
、『
合
衆
国
の
対
外
関
係
』（Foreign R

elations of the U
nited 

States

）
シ
リ
ー
ズ
で
一
九
七
六
年
以
降
の
日
本
に
関
す
る
文
書
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
主
に
米
国
の
非
営
利
団
体
Ｎ

Ｓ
Ａ
が
収
集
し
た
『
ア
メ
リ
カ
外
交
政
策
極
秘
文
書
』（D

igital N
ational Security A

rchive

）
シ
リ
ー
ズ
に
あ
る
一
次
文
献
を
使
用
す
る
。

日
本
側
の
資
料
に
つ
い
て
、
防
衛
省
が
編
纂
す
る
例
年
の
『
防
衛
白
書
』
を
は
じ
め
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
世
界
と
日
本
」
や
当
時
の
関
係
者
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
活
用
す
る
。
な
お
、
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日

本
社
会
の
反
軍
主
義
の
消
長
を
解
明
す
る
に
は
、
官
公
庁
に
よ
る
世
論
調
査
を
利
用
す
る
。

二　

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化

　

本
章
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
日
米
間
の
相
互
不
安
が
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
促
進
し
、
反
軍
主
義
が
強
い
影
響
を
与
え
て
い
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な
い
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
。
第
一
節
で
、
国
際
環
境
と
日
米
関
係
と
い
っ
た
側
面
か
ら
時
代
背
景
を
紹
介
す
る
。
第
二
節
で
、
当
該
期

に
お
け
る
防
衛
力
整
備
、
防
衛
力
運
用
、
お
よ
び
軍
事
技
術
協
力
面
で
の
軍
事
協
力
の
進
展
を
考
察
す
る
。
第
三
節
で
、
影
響
要
因
で
あ

る
日
米
間
の
相
互
不
安
と
反
軍
主
義
の
様
相
を
分
析
す
る
。
第
四
節
で
、
総
合
的
な
考
察
を
行
う
。

㈠　

一
九
八
〇
年
代
の
時
代
的
背
景

　

本
節
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
時
代
背
景
を
概
観
す
る
。
ま
ず
、
新
冷
戦
期
に
お
け
る
米
ソ
間
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
そ
れ
に
対

し
て
米
国
が
と
っ
た
戦
略
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
五
年
か
ら
の
ソ
連
の
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
が
日
米
両
国
の
脅
威
認
識
に
与
え

た
影
響
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
日
米
経
済
摩
擦
に
言
及
し
な
が
ら
、
当
該
期
に
お
け
る
日
米
関
係
の
基
調
を
検
討
す
る
。

１　

国
際
環
境

　

一
九
七
九
年
一
二
月
二
四
日
に
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
介
入
を
機
に
、
米
ソ
関
係
が
緊
張
緩
和
か
ら
再
び
緊
張
状
態
に
戻
っ
た
。
一

九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
米
国
が
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
縮
小
し
つ
つ
あ
り
、
一
方
で
ソ
連
が
軍
事
力
を
拡
大
し
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代

末
か
ら
、
極
東
に
お
け
る
ソ
連
軍
の
質
的
増
強
が
急
加
速
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
末
に
、
海
上
兵
力
と
し
て
は
キ
エ
フ
級
空
母
、
カ
ラ
級

巡
洋
艦
、
イ
ウ
ン
・
ロ
ゴ
フ
級
強
襲
揚
陸
艦
を
含
め
て
水
上
艦
艇
約
一
〇
〇
隻
、
潜
水
艦
約
一
四
〇
隻
を
擁
す
る
ソ
連
海
軍
最
大
の
太
平

洋
艦
隊
が
展
開
し
、
特
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
核
弾
道
ミ
サ
イ
ル
搭
載
原
子
力
潜
水
艦
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
）
の
配
備
に
よ
っ
て
「
聖
域
化
」
さ
れ

て
い
た（
（1
（

。
航
空
兵
力
と
し
て
Ｔ
Ｕ
︲
２
２
Ｍ
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
爆
撃
機
な
ど
が
極
東
に
配
備
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
に
と
っ
て
、
ソ

連
が
極
東
に
配
備
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
︲
２
０
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
国
後
島
と
択
捉
島
に
あ
る
戦
車
や
火
砲
な
ど
の
陸
軍
は
巨
大
な
脅
威
と

な
っ
て
い
る（
（2
（

。

　

そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
米
国
は
一
九
八
〇
年
七
月
に
相
殺
戦
略
を
公
式
に
採
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
米
国
が
核
戦
争
の
意
志
と
能

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ソ
連
に
示
し
、
全
面
核
戦
争
を
始
め
各
種
の
レ
ベ
ル
の
核
戦
争
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
ソ
連
の
行
動
を
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抑
止
し
て
い
た（
（2
（

。
そ
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
（Ronald Reagan

）
政
権
は
「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
を
標
榜
し
始
め
、
軍
備
増
強
を
行
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
三
月
に
誕
生
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ikhail Gorbachev

）
政
権
は
社
会
主
義
体
制
の
改
革
を
掲
げ
、「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ

カ
」
を
推
し
進
め
た
。
経
済
体
制
の
改
革
に
伴
い
、
政
治
的
民
主
化
も
推
進
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
、
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
な
ど
の

軍
備
管
理
や
軍
縮
交
渉
も
行
わ
れ
、
米
ソ
協
調
の
一
面
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
米
国
や
日
本
は
ま
だ
ソ
連
を
主
な
脅

威
と
し
て
認
識
し
て
い
た（
（2
（

。

２　

日
米
関
係

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
、「
日
米
関
係
は
、
発
展
途
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
、
共
通
の
価
値
観
に
基
づ
く
同
盟
と
変
化
し
て
き
た（
（2
（

」。
し
か
し
、
こ
の
基
調
に
お
い
て
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
が
す
べ
て
順

調
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
当
該
期
に
日
米
貿
易
摩
擦
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

日
米
貿
易
摩
擦
は
ず
っ
と
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
繊
維
か
ら
鉄
鋼
、
テ
レ
ビ
、
工
作
機
械
、
自
動
車
、
半
導
体
、
農
産
物
ま
で
日
本

の
技
術
進
歩
に
伴
っ
て
様
々
な
産
業
を
め
ぐ
っ
て
貿
易
摩
擦
が
起
こ
っ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
米
国
の
経
済
の
空
洞
化
が
顕
著
に

な
っ
て
、
特
に
一
九
八
三
年
か
ら
対
日
貿
易
赤
字
が
巨
大
化
し
て
き
た
な
か
で
、
米
国
内
で
保
護
主
義
が
台
頭
し
た
。
こ
ん
な
国
内
圧
力

の
下
で
、
米
国
政
府
は
「
自
由
貿
易
」
を
理
由
と
し
て
日
本
に
商
品
輸
出
の
自
主
規
制
や
円
の
国
際
化
な
ど
複
合
的
な
手
段
で
貿
易
バ
ラ

ン
ス
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
日
本
に
対
し
て
自
動
車
の
輸
出
自
主
規
制
交
渉
に
は
、
交
渉
の
決
裂
か
ら
、
制
裁
、

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
提
訴
ま
で
、
摩
擦
の
対
象
分
野
を
広
げ
な
が
ら
政
治
的
な
緊
張
も
高
め
て
い
た（
（2
（

。
こ
れ
は
安
全
保
障
分
野
に

影
響
も
及
ぼ
し
て
お
り
、
米
国
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
に
対
す
る
「
た
だ
乗
り
」
の
批
判
が
一
層
深
刻
と
な
っ
て
い
た（
（2
（

。

国
務
省
情
報
調
査
局
は
「
日
米
間
の
貿
易
問
題
が
二
国
間
関
係
全
体
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
続
け
る
」
と
い
う
警
告
を
し
て
い
た（
（2
（

。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
米
貿
易
問
題
は
協
調
の
方
向
に
進
ん
で
い
た
。
一
九
八
三
年
の
日
米
円
・
ド
ル
委
員
会
の
設
置
や
一
九
八
五
年

の
市
場
重
視
型
個
別
協
議
（
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
協
議
）、
一
九
八
六
年
の
日
米
半
導
体
協
定
な
ど
の
努
力
が
な
さ
れ
た
。
ま
さ
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
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の
比
喩
の
よ
う
に
、
日
米
関
係
は
「
時
に
喧
嘩
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
結
婚
生
活
が
幸
せ
」
で
あ
っ
た（
（2
（

。

㈡　

日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
：
軍
事
協
力

　

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
は
主
に
軍
事
協
力
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
当
該
期
に
お
け
る
防
衛
力

整
備
や
防
衛
力
運
用
面
で
の
従
来
の
軍
事
協
力
の
実
体
化
や
、
米
軍
へ
の
支
援
面
で
の
従
来
の
軍
事
協
力
の
深
化
と
い
っ
た
進
展
を
考
察

す
る
。
そ
し
て
、
日
米
装
備
・
技
術
定
期
協
議
（
Ｓ
＆
Ｔ
Ｆ
）
と
日
米
武
器
技
術
共
同
委
員
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）
の
設
置
、
戦
略
防
衛
構
想

（
Ｓ
Ｄ
Ｉ
）
研
究
へ
の
日
本
の
参
加
決
定
、
次
期
支
援
戦
闘
機
（
以
下
、
Ｆ
Ｓ
Ｘ
）
の
共
同
開
発
の
合
意
な
ど
の
軍
事
技
術
面
で
の
協
力
を
分

析
す
る
。

１　

従
来
の
軍
事
協
力
の
実
体
化
や
深
化

　

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
従
来
の
軍
事
協
力
の
実
体
化
と
深
化
は
主
に
「
昭
和
五
二
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
に
つ
い
て
」

（
以
下
、
五
一
大
綱
）
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
の
実
行
と
な
っ
て
い
た
。
以
下
、
防
衛
力
整
備
、
防
衛
力
運
用
、
お
よ
び
米

軍
へ
の
支
援
と
い
っ
た
三
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
く
。

⑴
　
防
衛
力
整
備

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
日
本
自
衛
隊
が
主
と
し
て
日
本
の
境
域
と
周
辺
海
空
域
で
防
御
作
戦
を
行
い
、
米
軍
は
攻
勢
作
戦
を
担
う
と
い
う

日
米
間
の
役
割
分
担
が
定
め
ら
れ
た
。
日
本
側
の
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た
そ
う
と
す
る
と
、
自
衛
隊
の
対
潜
能
力
と
防
空
能
力
を
向
上
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
新
鋭
か
つ
相
互
運
用
性
を
備
え
る
装
備
を
継
続
的
に
導
入
し
た
。

　

航
空
自
衛
隊
の
防
衛
力
整
備
に
つ
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
導
入
が
決
ま
っ
た
要
撃
戦
闘
機
Ｆ
︲
１
５
と
早
期
警
戒
機
Ｅ
︲
２
Ｃ

は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
取
得
し
つ
つ
あ
っ
た
。
Ｆ
︲
１
５
は
一
九
八
〇
年
の
取
得
か
ら
始
め
て
、
一
九
八
五
年
の
「
昭
和
六
一
年
度
か

ら
昭
和
六
五
年
度
ま
で
を
対
象
と
す
る
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
一
九
八
六
年
―
一
九
九
〇
年
）」（
以
下
、
六
一
中
期
防（（2
（

）
で
一
五
五
機
か
ら
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一
八
七
機
に
、
取
得
予
定
数
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
六
一
中
期
防
終
了
時
に
、
一
九
八
二
年
に
取
得
し
始
め
た
Ｅ
︲
２
Ｃ
は
す
で

に
八
機
を
保
有
し
て
い
た（
（2
（

。
Ｆ
︲
１
５
と
Ｅ
︲
２
Ｃ
の
配
備
は
ソ
連
の
Ｔ
Ｕ
︲
２
２
Ｍ
等
の
軍
機
の
太
平
洋
へ
の
進
出
を
制
約
す
る
「
高

い
壁
」
と
な
っ
て
い
た（
（3
（

。

　

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
の
対
潜
哨
戒
機
Ｐ
︲
３
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
二
年
の
「
昭
和
五
八
年
度
か
ら
昭
和
六
二
年
度
ま
で
を
対
象
と

す
る
中
期
業
務
見
積
も
り
」（
以
下
、
五
六
中
業（（3
（

）
で
取
得
数
が
四
五
機
か
ら
七
五
機
に
変
更
し
、
一
九
八
三
年
に
部
隊
運
用
が
開
始
さ
れ

て
、
六
一
中
期
防
で
そ
の
取
得
予
定
数
が
さ
ら
に
一
〇
〇
機
と
な
っ
て
い
た
。
同
機
が
搭
載
す
る
ハ
ー
プ
ー
ン
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
は
七
〇

海
里
以
上
で
あ
り（
（3
（

、
一
機
で
数
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
域
を
監
視
で
き
る
の
で
、
そ
れ
が
ソ
連
潜
水
艦
の
探
索
・
攻
撃
任
務
の
中
核

と
な
っ
て
い
た（
（3
（

。

⑵
　
防
衛
力
運
用

　

一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
防
衛
力
運
用
面
で
の
軍
事
協
力
も
進
ん
で
お
り
、
自
衛
隊
と
米
軍
と
の
総
合
運
用
性
を
改
善
し
、
日
米
共
同

対
処
能
力
を
大
き
く
高
め
て
い
た
。
ま
ず
、
共
同
作
戦
計
画
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
三
年
に
日
米
の
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
共
同
研
究
が
開
始

し
、
一
九
八
六
年
に
完
成
し
た
。
ま
た
、
一
九
八
八
年
に
日
本
有
事
の
米
軍
来
援
に
関
す
る
共
同
研
究
も
開
始
し
た（
（3
（

。

　

次
に
、
共
同
訓
練
や
共
同
演
習
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
に
初
め
て
航
空
自
衛
隊
と
在
日
米
軍
と
の
共
同
訓
練
が
行
わ
れ
、
一
九
八

三
年
に
航
空
自
衛
隊
と
米
空
軍
が
府
中
で
初
の
日
米
共
同
指
揮
所
訓
練
「
ふ
じ
」
を
行
っ
た
。
な
お
、
一
九
八
〇
年
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
海
上
自
衛
隊
の
Ｄ
Ｄ
Ｈ
一
隻
、
Ｄ
Ｄ
Ｇ
一
隻
、
Ｐ
２
︲
Ｊ
八
機
、
隊
員
八
〇
〇
名
が
初
め
て
「
リ
ム
パ
ッ
ク
（Rim

 of the 

Pacific Exercise

）」
に
参
加
し
た
。
複
合
脅
威
下
に
お
け
る
各
種
戦
闘
、
洋
上
補
給
、
武
器
発
射
訓
練
を
含
む
総
合
的
な
訓
練
で
あ
っ
た

た
め
、
海
上
自
衛
隊
の
先
頭
即
応
能
力
と
日
米
共
同
作
戦
能
力
が
強
化
さ
れ
た（
（3
（

。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
る
前
に
、
海
上
自
衛
隊
は

米
海
軍
と
各
種
の
共
同
訓
練
を
行
っ
て
い
た（
（3
（

。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
群
・
隊
レ
ベ
ル
で
戦
術
技
量
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
一
九
八
四
年
六
月
に
、
自
衛
艦
隊
司
令
官
と
米
第
七
艦
隊
司
令
官
を
訓
練
統
制
官
と
し
た
初
の
艦
隊
レ
ベ
ル
の
日
米
海
上
共
同
指
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揮
所
訓
練
「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
８
４
」
が
横
須
賀
で
行
わ
れ
た（
（3
（

。
ま
た
、
一
九
八
五
年
に
千
島
列
島
線
を
突
破
し
て
ソ
連
に
対
す
る
攻
勢
作
戦

を
行
う
た
め
の
対
潜
特
別
訓
練
「
Ａ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｘ
８
５
︲
Ｊ
Ａ
」
は
、
米
海
軍
と
事
実
上
共
同
で
行
わ
れ
た（
（3
（

。
加
え
て
、
共
同
作
戦
で
の
情
勢

判
断
、
兵
力
運
用
要
領
な
ど
を
演
練
す
る
た
め
の
米
海
軍
大
学
に
お
け
る
日
米
共
同
指
揮
所
演
習
は
一
九
八
七
年
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
た（
（3
（

。

⑶
　
米
軍
へ
の
支
援

　

最
後
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
在
日
米
軍
駐
留
経
費
の
分
担
が
拡
大
し
、
日
本
政
府
が
米
軍
の
前
方
展
開
へ
の
支
援
体
制
を
強
化

し
て
い
た
。
提
供
施
設
整
備
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
お
よ
び
安
全
保
障
条
約
第
六

条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
」（
以
下
、
地
位
協
定（（4
（

）
の
枠
を
超
え
な
い
形

で
年
々
大
幅
に
増
額
さ
せ
て
い
た
。
一
九
七
九
年
は
一
四
〇
億
円
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
二
年
に
倍
の
三
五
二
億
円
、
一
九
八
九
年
に
は

ま
た
倍
を
超
え
て
八
九
〇
億
円
に
達
し
た（
（4
（

。

　

在
日
米
軍
従
業
員
の
労
務
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
一
連
の
負
担
拡
大
を
経
て
、
労
務
費
の
日
本
側
負
担
は
地
位

協
定
の
解
釈
上
限
界
に
達
し
て
い
た（
（4
（

。
一
九
八
七
年
一
月
に
地
位
協
定
の
枠
外
で
負
担
増
加
の
た
め
の
労
務
費
特
別
協
定
が
締
結
さ
れ
、

従
来
米
国
側
が
負
担
し
て
い
た
在
日
米
軍
従
業
員
の
調
整
手
当
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
居
住
手
当
、
夏
季
手
当
、
年
末
手
当
、
年
度

末
手
当
、
お
よ
び
退
職
手
当
の
八
種
類
の
経
費
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
日
本
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
八
年
三
月

二
日
に
、
労
務
費
特
別
協
定
の
改
定
議
定
書
が
署
名
さ
れ
、
日
本
側
の
負
担
は
当
該
経
費
の
「
全
部
ま
た
は
一
部
」
に
さ
ら
に
拡
大
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
八
手
当
の
日
本
側
負
担
は
一
九
八
八
年
の
五
〇
％
か
ら
一
九
八
九
年
の
七
五
％
に
増
加
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
全
額
負
担

と
な
っ
て
い
た（
（4
（

。

　

こ
の
中
で
、
一
九
七
六
年
に
三
木
政
権
が
決
定
さ
れ
た
防
衛
費
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠
は
経
済
成
長
が
続
く
限
り
、
政
治
的
要
請
と
防
衛
上

の
必
要
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
で
維
持
可
能
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
中
葉
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
に
経
済
成
長
が

徐
々
に
停
滞
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠
が
両
者
の
緊
張
関
係
を
激
化
さ
せ
た（
（4
（

。
す
る
と
、
一
九
八
六
年
一
二
月
、
中
曽
根
政
権
で
同
枠
が
撤
廃
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さ
れ
、
一
九
八
七
年
度
予
算
で
防
衛
費
が
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
・
〇
〇
四
％
と
な
り
、
一
九
八
八
年
度
と
一
九
八
九
年
度
を
加
え
て
三
年
度
連
続

で
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
を
超
え
て
い
た
。

２　

軍
事
技
術
面
の
協
力

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
日
米
間
の
軍
事
技
術
面
の
協
力
の
幕
が
開
け
ら
れ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
五
月
に
装
備
・
技
術
問
題
に
関
し
て
両

国
間
の
意
思
疎
通
を
緊
密
化
さ
せ
る
た
め
に
、
双
方
の
装
備
技
術
の
責
任
者
が
定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
、
日
米
装
備
・
技

術
定
期
協
議
が
設
置
さ
れ
た
。
日
米
装
備
・
技
術
定
期
協
議
で
日
本
か
ら
米
国
へ
軍
事
関
連
技
術
の
移
転
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い
た（
（4
（

。

し
か
し
、
従
来
日
本
に
は
武
器
輸
出
三
原
則
が
あ
り
、
武
器
技
術
の
対
米
供
与
に
も
制
限
が
課
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
九
八
三
年
一

一
月
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
東
京
訪
問
の
前
に
、
中
曽
根
内
閣
は
日
本
の
防
衛
関
連
技
術
の
対
米
輸
出
を
促
進
す
る
こ
と
で
米
国
と
合
意

し
、「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
防
衛
援
助
協
定
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
す
る
武
器
技
術
の
供
与
に
関
す
る

交
換
公
文
」
の
調
印
を
通
じ
て
、
武
器
技
術
の
対
米
供
与
を
武
器
輸
出
三
原
則
の
例
外
と
し
て
認
め
た（
（4
（

。
同
取
極
に
従
っ
て
、
技
術
供
与

の
た
め
の
政
府
間
ル
ー
ト
と
し
て
日
米
武
器
技
術
共
同
委
員
会
と
い
う
正
式
な
枠
組
み
が
設
立
さ
れ
た（
（4
（

。
こ
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
米
国

防
総
省
は
日
本
の
軍
事
お
よ
び
民
生
・
両
用
分
野
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
、
一
九
八
四
年
七
月
、

一
九
八
五
年
四
月
、
お
よ
び
一
九
八
六
年
四
月
に
三
回
と
技
術
評
価
チ
ー
ム
を
日
本
に
派
遣
し
、
調
査
を
重
ね
て
い
た（
（4
（

。

　

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
米
ソ
間
の
相
互
確
証
破
壊
を
背
景
に
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
一
九
八
三
年
三
月
二
三
日
の
演
説

で
、
最
終
的
に
核
兵
器
を
完
全
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｉ
を
提
出
し
た（
（4
（

。
一
九
八
六
年
九
月
九
日
に
、
日
本
は
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究

に
参
加
す
る
意
思
を
表
明
し
た（
（5
（

。
こ
れ
を
通
じ
て
、
日
本
政
府
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
へ
の
協
力
を
示
し
な
が
ら
、
戦
略
面
で
対
ソ
心
理
戦
に

お
い
て
米
ソ
結
束
を
誇
示
し（
（5
（

、
米
国
と
の
政
治
・
経
済
面
で
の
緊
張
を
緩
和
す
る
効
果
が
あ
っ
た（
（5
（

。

　

第
三
次
防
衛
力
整
備
計
画
か
ら
国
産
化
路
線
が
始
ま
っ
た
。
五
一
大
綱
で
は
日
本
の
国
内
防
衛
産
業
の
育
成
と
生
産
体
制
の
強
化
と
い

う
趣
旨
が
強
調
さ
れ
た
。
も
と
も
と
日
本
独
自
の
超
音
速
支
援
戦
闘
機
Ｆ
︲
１
は
三
菱
重
工
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
継
の
Ｆ
Ｓ
Ｘ
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開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
国
内
開
発
の
形
で
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
は
そ
れ
を
反
対
し
し
、
エ
ン
ジ
ン
の
み
の
輸
出
を
許
可
せ

ず
、
欧
州
の
代
替
品
も
性
能
要
求
水
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
九
八
六
年
に
防
衛
庁
は
「
国
内
開
発
」
を
「
開
発
」
に
変
更
し
、

米
国
と
の
共
同
開
発
の
道
を
模
索
し
始
め
た（
（5
（

。
一
九
八
八
年
一
一
月
に
、
Ｆ
Ｓ
Ｘ
の
日
米
共
同
開
発
が
合
意
さ
れ
、「
日
本
国
と
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
防
衛
援
助
協
定
に
基
づ
く
次
期
支
援
戦
闘
機
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
に
関
す
る
交
換
公
文
」（
以
下
、
米
国
と
の

次
期
支
援
戦
闘
機
シ
ス
テ
ム
共
同
開
発
取
極
）
が
調
印
さ
れ
た（
（5
（

。
日
米
防
衛
装
備
・
技
術
協
力
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
戦
闘
機
の
相
互

運
用
性
が
さ
ら
に
向
上
し
た
。

㈢　

日
米
同
盟
の
制
度
化
の
要
因

　

本
節
で
は
、
新
冷
戦
期
に
お
け
る
日
米
間
の
相
互
不
安
の
様
相
と
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
米
国
は
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗

す
る
た
め
に
日
本
に
対
し
て
防
衛
力
の
増
強
を
要
求
し
な
が
ら
、
日
本
の
自
立
化
を
防
ぐ
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
米

国
が
米
ソ
間
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
に
劣
勢
だ
っ
た
状
況
で
、
そ
の
対
日
防
衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
履
行
意
思
と
遂
行
能
力
に
疑
念
を
持
っ
た

日
本
政
府
の
思
惑
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
世
論
調
査
と
国
会
で
の
政
党
政
治
か
ら
当
時
の
反
軍
主
義
の
低
調
を
説
明
す
る
。

１　

米
国
側
の
不
安

　

上
述
の
よ
う
な
状
況
で
、
米
国
は
ソ
連
に
対
す
る
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
、
自
国
の
軍
備
を
増
強
し
つ
つ
同
盟
国
に
対
し
て
負

担
分
担
を
要
求
し
て
い
た
。
カ
ー
タ
ー
（Jam

es Carter, Jr.

）
政
権
の
末
期
に
米
国
の
国
家
戦
略
を
修
正
し
た
時
、「
ソ
連
の
軍
備
増
強
と

投
射
能
力
の
向
上
に
よ
り
…
…
我
々
は
同
盟
国
と
経
済
的
・
軍
事
的
負
担
を
分
担
す
る
た
め
に
よ
り
多
く
の
努
力
を
し
、
よ
り
良
い
方
法

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
唱
え
て
い
た（
（5
（

。
以
前
か
ら
米
国
に
よ
り
対
日
防
衛
増
強
圧
力
が
ず
っ
と
存
在
し
て
い
た
の
が
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
侵
攻
の
後
、
米
国
は
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
日
本
の
防
衛
力
成
長
の
加
速
を
要
請
し
始
め
た（
（5
（

。

　

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
米
国
の
安
全
保
障
を
強
化
す
る
た
め
に
、
同
盟
関
係
を
再
活
性
化
し
て
い
た
。「
ロ
ン
・
ヤ
ス
」
関
係
と
呼
ば
れ
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た
個
人
外
交
は
ワ
シ
ン
ト
ン
と
東
京
の
間
の
信
頼
関
係
を
回
復
し
な
が
ら
、
日
本
に
防
衛
費
の
増
額
を
迫
る
こ
と（
（5
（

で
日
本
が
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
防
衛
へ
の
貢
献
度
を
高
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
た（
（5
（

。
日
本
は
大
平
正
芳
内
閣
の
時
か
ら
定
式
化
さ
れ
た
「
総
合
安
全
保
障
」

と
い
う
方
針
の
下
で
、
安
全
保
障
の
目
標
達
成
に
あ
た
っ
て
軍
事
的
要
素
を
最
小
限
化
し
非
軍
事
的
手
段
を
最
大
限
活
用
す
る
姿
勢
を
と

り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
外
交
手
段
で
努
力
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
米
国
は
「
開
発
援
助
が
信
頼
で
き
る
自
衛
力
に
代
わ
る
も

の
で
は
な
い
」
と
見
て
い
た（
（5
（

。
米
国
に
と
っ
て
「
日
本
が
十
分
な
努
力
を
し
て
い
な
い
」
の
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
、
防
衛
費
の
増
額
は
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
（Caspar W

einberger

）
国
防
長
官
は
鈴
木
善
幸
首
相
に
毎

年
実
質
的
に
一
〇
％
以
上
の
防
衛
費
の
増
加
を
要
求
し
た
が
、
鈴
木
首
相
は
無
理
を
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
返
答
し
た（
（6
（

。
中
曽
根
康
弘

が
首
相
と
な
っ
た
初
年
度
に
防
衛
予
算
を
六
・
五
％
増
加
す
る
提
案
を
し
た
が
、「
自
衛
の
た
め
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
十
分
で
は
な

い
」
と
さ
れ
た（
（6
（

。

　

対
ソ
「
封
じ
込
め
」
を
目
指
す
米
国
の
要
請
に
対
す
る
日
本
側
の
や
や
消
極
的
な
態
度
は
、
米
国
に
と
っ
て
の
日
本
の
同
盟
価
値
を
損

な
っ
て
い
た
。
一
九
八
二
年
四
月
二
八
日
に
策
定
さ
れ
た
五
六
中
業
に
対
し
て
、
同
年
九
月
末
に
シ
ュ
ル
ツ
（George Shultz

）
国
務
長

官
は
そ
れ
の
目
標
が
低
す
ぎ
る
と
指
摘
し
、「
…
…
日
本
が
価
値
の
あ
る
同
盟
国
で
あ
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
国
民
に
納
得
さ
せ
る
た
め
に

は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
日
本
が
意
味
の
あ
る
自
衛
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
示
唆
し
た（
（6
（

。

　

し
か
し
、
米
国
は
ひ
た
す
ら
に
日
本
に
対
し
て
防
衛
力
増
強
を
要
請
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
そ
れ
と
同
時
に
日
本
の
自
立
化
を
防

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
た
。
ま
ず
、
外
交
面
で
は
、
国
家
安
全
保
障
決
定
覚
書
（
以
下
、
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）
一
三
が
決
定
さ
れ
て
以

来
約
一
三
年
ぶ
り
に
対
日
政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
、
国
家
安
全
保
障
決
定
指
令
（
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
）
六
二
の
第
一
条
で
は
「
日
本
の
西
側
志

向
を
維
持
す
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｍ
︲
１
３
に
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た（
（6
（

。
つ
ま
り
、
日
本
の
西

側
志
向
と
い
う
の
は
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
特
に
米
国
政
府
に
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
軍
事
面
で
は
、
日
本
の
「
独

自
の
核
戦
力
の
開
発
を
防
止
す
る
」
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
軍
事
的
負
担
を
分
担
さ
せ
る
た
め
に
、「
一
〇
年
以
内
に
日
本
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が
で
き
る
だ
け
早
く
防
衛
力
を
向
上
さ
せ
る
」
こ
と
を
求
め
な
が
ら
、「
日
本
の
領
域
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
の
作
戦
を
継
続
で
き
る

よ
う
な
戦
力
」
が
望
ま
し
く
な
い（
（6
（

。
ま
た
、
米
国
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
を
通
じ
て
滞
日
し
た
技
術
評
価
チ
ー
ム
に
よ
り
、
日
本
の
民
間
企
業
が

保
有
す
る
汎
用
技
術
の
兵
器
化
に
注
目
し
て
い
た（
（6
（

。
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
（Richard A

rm
itage

）
国
防
次
官
補
（
国
際
安
全
保
障
問
題
担
当
）
が

ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
防
大
学
に
お
け
る
講
演
で
披
露
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
を
強
く
求
め
て
い
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
と
っ
て
、

「
日
本
に
一
〇
〇
〇
海
里
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
の
能
力
を
上
回
る
ほ
ど
の
過
大
な
防
衛
負
担
を
要
求
す
る
と
、
か
え
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
安
定

を
損
な
う
」
危
惧
が
存
在
し
て
い
た（
（6
（

。

２
　
日
本
側
の
不
安

　

一
九
六
〇
年
代
以
来
、
防
衛
庁
の
中
の
専
門
家
の
見
方
と
社
会
の
認
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
が
、
一
九
七
九
年
の
ソ

連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
日
本
で
の
ソ
連
脅
威
論
が
強
ま
っ
て
き
て
、
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
大
い
に
縮
ま
っ
て
い
た（
（6
（

。
そ
の
た
め
に
、
中
曽
根
内
閣
に
初
入
閣
し
た
栗
原
祐
幸
防
衛
庁
長
官
は
単
に
米
軍
が
提
供
し
て
く
れ
た

情
報
で
は
ソ
連
の
脅
威
を
全
般
的
に
把
握
し
に
く
い
た
め
に
、
欧
米
諸
国
を
回
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
総
司
令
官
な
ど
の
対
ソ
「
封
じ
込
め
」

の
第
一
線
の
要
人
と
会
っ
て
状
況
を
把
握
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
米
国
に
と
っ
て
最
も
脅
威
の
あ
る
地
域
は
極
東
で
は
な
い
と
実
感

し
た（
（6
（

。
確
か
に
、
ソ
連
の
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
に
い
る
米
軍
人
数
が
増
え
た
が
、
新
冷
戦
の

主
戦
場
は
中
東
で
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
は
中
東
有
事
や
欧
州
有
事
の
際
に
は
在
ア
ジ
ア
米
軍
を
移
動
す
る
と
い
う
「
ス
ウ
ィ
ン
グ

戦
略
」
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た（
（6
（

。

　

米
ソ
間
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
が
ソ
連
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
米
国
が
日
本
に
防
衛
力
の
向
上
を
再
三
催
促
し
て
い
た
が
、
こ

の
米
ソ
間
の
バ
ラ
ン
ス
は
そ
も
そ
も
一
九
七
〇
年
代
に
米
国
が
平
均
し
て
年
二
〇
％
軍
事
費
を
削
減
し
て
い
た
悪
果
で
あ
る
と
い
う
見
解

も
あ
っ
た（
（7
（

。
米
国
も
こ
の
点
に
つ
い
て
気
付
い
て
い
た
。
一
九
八
二
年
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
初
め
て
対
日
政
策
を
見
直
し
た
と
き
、
そ
の

基
礎
作
業
と
し
て
三
月
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
国
家
安
全
保
障
研
究
指
令
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
六
で
、
当
時
の
「
米
国
の
対
ソ
防
衛
力
は
日
本

113-168_03_趙_大学院論文集62号.indd   132113-168_03_趙_大学院論文集62号.indd   132 2022/07/21   18:212022/07/21   18:21



一九八〇―九〇年代における日米同盟の制度化

133

に
対
す
る
信
頼
性
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
た
」
と
評
価
し
て
し
た（
（7
（

。
こ
う
し
て
、
米
国
が
日
本
に
軍
備
増
強
を
要
求
す
る
狙
い
は
東
ア
ジ

ア
に
あ
る
資
源
を
別
の
と
こ
ろ
に
移
す
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
懸
念
も
生
じ
て
い
た
。
こ
の
懸
念
を
解
消
す
る
た
め
に
、
ワ
イ

ン
バ
ー
ガ
ー
国
防
長
官
は
加
藤
紘
一
防
衛
庁
長
官
に
「
日
本
が
よ
り
多
く
の
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
よ
り
少
な

い
こ
と
を
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
保
証
し
た（
（7
（

。

　

米
国
の
公
式
的
な
言
説
の
中
で
は
、
日
本
が
欧
州
の
同
盟
国
と
同
様
に
位
置
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
こ
れ
が
本
当
な
の
か
は
長
年

疑
問
視
さ
れ
、
日
本
は
こ
の
こ
と
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
か
ら
の
米
ソ
中
距
離
核
戦
力
（
以
下
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
交
渉
に
お
い
て
は
、

欧
州
で
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
全
廃
し
、
ア
ジ
ア
で
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
五
〇
％
削
減
す
る
方
針
（
い
わ
ゆ
る
「
欧
州
ゼ
ロ
・
ア
ジ
ア
五
〇
％
」）
と
い
う
合
意

が
米
ソ
間
で
取
れ
た
。
そ
の
中
で
、
ソ
連
は
一
九
八
二
年
末
に
西
欧
で
の
削
減
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
︲
２
０
ミ
サ
イ
ル
を
極
東
へ
移
転
し
よ
う
と

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
断
固
た
る
反
対
を
表
し
た（
（7
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
極
東
で
の
Ｓ
Ｓ
︲
２
０
ミ
サ
イ
ル
の
配
置
問
題
が

欧
州
と
同
等
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
、
米
国
が
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
よ
り
も
欧
州
の
同
盟
国
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
日
本
の
疑
念
が
強
ま
っ

て
し
ま
う
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
Ｓ
Ｓ
︲
２
０
ミ
サ
イ
ル
の
極
東
移
転
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
核
抑
止
力
を
損

な
い
、「
米
国
の
日
本
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
信
頼
性
に
悪
影
響
を
与
え
る
」
の
で
あ
る（
（7
（

。

　

総
じ
て
言
う
と
、
一
九
七
五
年
四
月
の
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
か
ら
米
国
が
「
ア
ジ
ア
離
れ
」
方
針
を
と
っ
た
の
か
と
い
う
危
惧
が
一
九
八
〇

年
代
に
は
完
全
に
消
え
て
お
ら
ず
、
常
に
日
本
の
政
策
当
局
者
の
神
経
を
刺
激
し
て
い
る
。
米
ソ
間
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
に
ソ
連
が
優
勢
を

と
っ
た
新
冷
戦
期
に
お
い
て
、
米
国
の
対
日
防
衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
履
行
意
思
と
遂
行
能
力
が
確
信
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
政
府

で
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
と
同
様
、
米
国
の
提
供
す
る
安
全
保
障
の
信
頼
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。

３　

反
軍
主
義

　

一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
が
さ
ら
に
低
調
と
な
っ
て
い
た
。
以
下
は
世
論
調
査
で
反
映
さ
れ
た
一
般
民
衆
の

認
識
と
社
会
党
の
動
向
か
ら
分
析
す
る
。
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⑴
　
世
論
調
査

　

一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
ソ
連
の
脅
威
が
民
衆
の
危
機
意
識
を
喚
起
し
た
。
内
閣

府
が
三
年
ご
と
に
行
っ
て
き
た
「
自
衛
隊
・
防
衛
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に

よ
れ
ば（
（7
（

、「
日
本
が
戦
争
を
し
か
け
ら
れ
た
り
、
戦
争
に
ま
き
込
ま
れ
た
り
す
る

危
険
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
平

均
四
三
・
七
％
の
人
が
「
危
険
が
あ
る
」
あ
る
い
は
「
な
い
こ
と
は
な
い
」
を
選

択
し
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
こ
れ
ら
の
比
率
は
五
八
・
二
％
と
な
っ
て
い

た
（
（7
（

。
そ
の
結
果
安
全
保
障
の
重
要
性
や
そ
れ
を
担
っ
て
い
る
自
衛
隊
と
米
軍
の
必

要
性
へ
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
急
速
に
改
善
さ
れ
た
民
衆
の
自
衛
隊

に
対
す
る
印
象
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
引
き
続
き
高
水
準
を
保
っ
て
い
た
。「
あ

な
た
は
自
衛
隊
や
防
衛
問
題
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」
も
し
く
は
「
少
し
関
心
が
あ
る
」
を
選
ん
だ
人
が
だ
ん

だ
ん
多
く
な
っ
て
い
き
、「
全
般
的
に
自
衛
隊
に
対
し
て
よ
い
印
象
を
も
っ
て
い

ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
よ
い
印
象
を
も
っ
て
い
る
」
あ
る
い
は

「
悪
い
印
象
は
も
っ
て
い
な
い
」
の
回
答
率
は
七
〇
％
以
上
を
保
持
し
て
い
た

（
図
２
参
照
）。

　

日
米
安
保
体
制
へ
の
見
方
は
も
う
一
つ
の
側
面
か
ら
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
を

反
映
し
て
い
た
。「
日
本
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
る

図２　防衛感情（1970年代～1980年代）
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自衛隊や防衛問題に関心がある
自衛隊によい印象を持っている

71.269.2

58.9

50.349.6

注：「あなたは自衛隊や防衛問題に関心がありますか」という質問は1980年代から初めて出てくる。
出所：内閣府による世論調査における「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」を基に筆者作成。
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べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
安
保
条
約
を
や
め
て
、

自
衛
隊
も
縮
小
ま
た
は
廃
止
す
る
」
と
主
張
す
る
人
の
人
数
は
一
九
七
〇
年

代
の
減
少
を
経
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
極
め
て
低
い
水
準
を
保
持
し
て
い
た
。

同
時
に
「
安
保
条
約
を
や
め
、
自
衛
力
を
強
化
し
て
、
わ
が
国
の
力
だ
け
で

日
本
の
安
全
を
守
る
」
と
い
う
独
立
路
線
の
支
持
者
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な

り
、
そ
の
代
わ
り
に
日
米
安
保
体
制
を
認
め
る
人
が
増
え
て
い
た
（
図
３
参

照
）。⑵

　
社
会
党
の
動
向

　

他
方
、「
非
武
装
中
立
」
を
党
是
と
し
て
い
た
社
会
党
は
「
絶
対
平
和
」

と
「
護
憲
・
民
主
・
中
立
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、「
安
保
条
約
廃
棄
」

と
「
自
衛
隊
解
体
」
を
求
め
て
い
た（
（7
（

。
こ
う
し
て
、
当
時
最
大
の
野
党
で
あ

っ
た
同
党
は
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
を
国
会
の
場
で
体
現
し
て
き
た
。
し
か

し
、
最
初
に
そ
れ
を
提
唱
し
た
人
物
で
あ
る
石
橋
政
嗣
は
、
一
九
八
四
年
二

月
の
四
八
回
党
大
会
で
委
員
長
と
し
て
「
違
憲
の
自
衛
隊
が
国
会
の
決
定
に

基
づ
い
て
法
的
に
存
在
し
て
い
る
」
と
い
う
党
の
公
式
見
解
を
採
用
し
た
。

こ
の
自
衛
隊
「
違
憲
・
法
的
存
在
」
論
を
も
っ
て
、
社
会
党
は
五
五
年
の
結

党
以
来
、
自
衛
隊
を
事
実
上
承
認
し
始
め
た（
（7
（

。
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、

自
由
民
主
党
（
以
下
、
自
民
党
）
が
ま
す
ま
す
支
持
を
集
め
て
い
た
の
に
対

し
て
、
社
会
党
が
国
会
に
占
め
る
議
席
数
が
減
少
し
て
い
っ
た（
（7
（

（
図
４
参
照
）。

図３　日本の安全を守るための方法（1970年代～1980年代）
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現状通り、日米の安全保障体制と自衛隊で日本の安全を守る
安保条約をやめて、自衛隊も縮小または廃止する
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出所：内閣府による世論調査における「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」を基に筆者作成。
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し
か
し
、
上
述
の
事
実
に
よ
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
日
本
国
内
の
反
軍
主
義

が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
八
一
年
五
月
の
鈴
木
首
相
の
米
国

訪
問
で
米
大
統
領
と
共
同
声
明
を
出
し
、
そ
の
中
で
「
日
米
両
国
間
の
同
盟
関

係
（
（8
（

」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
。
た
だ
五
日
後
、
こ
の
表
現
は
「
双
方
が
他
方
を
助

け
て
戦
闘
に
参
加
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
双
務
的
軍
事
条
項
を
含
む
も
の
」
な

の
か
、
と
い
う
国
会
か
ら
の
質
疑
が
出
て
き
た（
（8
（

。
結
果
と
し
て
、
鈴
木
首
相
と
一

緒
に
米
国
に
訪
問
し
た
伊
東
正
義
外
務
大
臣
が
同
盟
発
言
の
後
に
辞
任
し
た（
（8
（

。
ま

た
、
防
衛
問
題
に
つ
い
て
交
渉
す
る
と
き
、
日
本
側
は
「
国
内
要
因
が
日
本
の
防

衛
費
の
急
増
を
制
限
し
て
い
る
」
と
再
三
に
わ
た
り
国
内
事
情
を
説
明
し
て
お
り（
（8
（

、

し
ば
し
ば
米
国
に
「
日
本
で
は
防
衛
が
政
治
的
に
最
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
テ
ー
マ

で
あ
る
」
と
伝
え
、
公
の
場
で
「
防
衛
問
題
に
高
視
認
性
を
つ
け
な
い
よ
う
」
頼

ん
で
い
た（
（8
（

。

㈣　

総
合
的
考
察

　

本
節
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
と
そ
の
影

響
要
因
と
の
関
係
を
総
合
的
に
考
察
す
る
。
ま
ず
、
一
九
八
〇
年
代
以
前
の
制
度

化
に
言
及
し
な
が
ら
、
当
該
期
の
防
衛
力
整
備
、
防
衛
力
運
用
、
お
よ
び
軍
事
技

術
協
力
面
で
の
軍
事
協
力
を
総
合
的
に
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
に
お
け

る
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
が
軍
事
協
力
の
進
展
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
。

図４　自民党と社会党の衆議院議席の推移（1970年代～1980年代）

出所：�国立国会図書館調査及び立法考査局による「主要政党の変遷と国会内勢力の推移」を基
に筆者作成。
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１　

制
度
化
に
関
す
る
分
析

　

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
主
に
軍
事
協
力
で
あ
っ
た
。
以
上
の
論
述
で
、
当
該
期
に
、
米
国
側
に
よ
る
日
本
の

防
衛
力
増
強
に
伴
う
自
立
化
す
る
傾
向
へ
の
懸
念
や
、
日
本
側
に
米
国
の
対
日
防
衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
履
行
意
思
と
遂
行
能
力
へ
の
疑

念
と
い
っ
た
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
は
、
防
衛
力
整
備
や
防
衛
力
運
用
面
で
の
従
来
の
軍
事
協
力
の
実
体
化
や
、
米
軍
へ
の
支
援
面

で
の
従
来
の
軍
事
協
力
の
深
化
、
お
よ
び
軍
事
技
術
供
与
や
共
同
開
発
な
ど
の
軍
事
技
術
面
で
の
協
力
を
促
進
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
当

該
期
に
お
け
る
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
は
あ
っ
た
も
の
の
、
低
調
に
続
い
た
た
め
、
上
述
の
以
前
実
現
し
に
く
い
軍
事
協
力
は
一
九
八
〇

年
代
に
構
想
か
ら
現
実
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
時
代
に
お
け
る
従
来
の
軍
事
協
力
の
実
体
化
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
策
定
さ
れ
た
方
針
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
吉
田
に
よ

っ
て
論
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
軍
事
協
力
の
策
定
は
日
米
両
政
府
の
間
の
相
互
不
安
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る（
（8
（

。
ま

た
、
一
九
八
〇
年
代
の
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
軍
事
協
力
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
、
当
該
期
に
も
日
米
間
の
相
互
不

安
が
継
続
し
て
い
た
原
因
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
％
枠
突
破
と
軍
事
技
術
面
で
の
協
力
は
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
新
た
な
国

際
構
造
か
ら
で
き
た
相
互
不
安
の
産
物
と
も
言
え
よ
う
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
「
同
盟
」
言
説
の
出
現
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず（
（8
（

、
そ
れ
以
来
一
〇
年
ほ
ど
の
日
米
両
方
の
努

力
を
経
て
、「
日
米
同
盟
は
根
本
的
な
変
化
を
経
験
し
て
き
た
…
…
」
米
国
に
と
っ
て
「
太
平
洋
に
お
け
る
諸
関
係
の
中
で
、
日
本
と
の

同
盟
ほ
ど
地
域
的
な
い
し
世
界
的
に
重
要
な
も
の
は
な
い
」、
こ
の
一
〇
年
は
「
日
米
同
盟
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
す

る
基
盤
を
構
築
」
し
て
い
た（
（8
（

。

２　

諸
要
因
に
関
す
る
分
析

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
、
日
本
に
防
衛
負
担
を
分
担
さ
せ
た
い
が
、
圧
力
を
か
け
れ
ば
日
本
が
自
立
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う
従
来

米
国
が
直
面
し
て
い
た
ジ
レ
ン
マ
は
依
然
と
し
て
存
在
し
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
採
用
し
て
き
た
「
相
互
補
完
性
」
と
い
う
解
決
策
を
実
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践
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
の
要
求
は
、
自
衛
隊
の
対
潜
能
力
と
防
空
能
力
を
向
上
さ
せ
る
最
新
鋭
の
兵
器
の
導
入
や
、
共
同

演
習
と
共
同
作
戦
計
画
を
引
き
続
き
推
進
さ
せ
て
い
た
。

　

ま
た
、
軍
事
技
術
面
で
の
対
日
統
制
の
方
針
が
明
示
化
さ
れ
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
に
、
米
国
は
日
本
の
独
自
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
防

止
し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｘ
交
渉
に
お
け
る
米
国
の
共
同
開
発
要
求
に
は
も
ち
ろ
ん
経
済
摩
擦
の
時
代
背
景
や
米
軍
と
の
相
互
運
用
性
の
向
上
の
考

慮
が
あ
っ
た
が
、
米
国
は
日
本
の
独
自
の
戦
闘
機
開
発
を
警
戒
し
た
こ
と
が
主
因
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
総
じ
て
言
え
ば
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
間
の
相
互
不
安
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
七
〇
年
代
や
後
述
の
一

九
九
〇
年
代
と
比
べ
る
と
、
そ
の
水
準
が
比
較
的
に
低
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
章
の
論
証
は
当
該
期
に
日
米
両
政

府
内
に
お
け
る
相
互
不
安
の
傾
向
に
あ
る
考
え
方
を
掲
示
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
日
米
両
国
の
間
に

激
し
い
猜
疑
や
衝
突
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

三　

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化

　

本
章
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
日
米
間
の
相
互
不
安
が
日
米
同
盟
の
制
度
化
を
促
進
し
、
反
軍
主
義
が
強
い
影
響
を
与
え
て
い

な
い
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
。
第
一
節
で
、
当
該
期
の
時
代
背
景
を
国
際
環
境
と
日
米
関
係
と
い
っ
た
側
面
か
ら
紹
介
す
る
。
第
二
節
で
、

こ
の
時
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
公
式
性
と
軍
事
協
力
の
進
展
を
考
察
す
る
。
第
三
節
で
、
日
米
間
の
相
互
不
安
と
反
軍
主
義
と
い
っ
た

影
響
要
因
を
分
析
す
る
。
第
四
節
で
、
総
合
的
な
考
察
を
す
る
。

㈠　

一
九
九
〇
年
代
の
時
代
的
背
景

　

本
節
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
時
代
背
景
を
概
観
し
て
お
く
。
ま
ず
、
冷
戦
終
結
後
の
世
界
情
勢
と
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
し
た
米
国
の
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政
策
転
換
を
ま
と
め
る
。
そ
し
て
、
日
米
経
済
摩
擦
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
日
米
間
の
対
立
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
日

本
異
質
論
と
日
本
脅
威
論
か
ら
当
該
期
の
日
米
対
立
の
要
因
を
分
析
す
る
。

１　

国
際
環
境

　

冷
戦
終
結
に
伴
い
、
東
欧
の
共
産
党
政
権
が
崩
壊
し
、
一
九
九
一
年
一
二
月
に
ソ
連
も
崩
壊
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
通
敵
国
が
消
滅

し
、
世
界
規
模
の
東
西
対
立
と
い
う
緊
張
関
係
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
も
と
も
と
西
側
陣
営
を
団
結
さ
せ
る
最
大
な
要
因
も
消
失
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
国
の
孤
立
主
義
傾
向
が
復
活
し
つ
つ
あ
り
、
特
に
世
界
唯
一
の
超
大
国
と
な
っ
た
米
国
に
お
い
て
は
、

そ
の
動
き
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
た（
（8
（

。

　

ま
た
、
緊
張
事
態
に
あ
る
国
々
で
は
、
内
政
問
題
が
外
交
・
安
全
保
障
問
題
に
譲
歩
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
緊
張
事

態
が
な
く
な
る
と
、
以
前
か
ら
溜
ま
っ
て
い
た
不
満
の
解
決
が
最
優
先
事
項
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
日
本
側
は
「
明
確
な
脅
威
が
な
い
た

め
、
負
担
の
分
担
に
対
す
る
国
民
の
支
持
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
」
と
し
て
い
た（
（8
（

。
米
国
側
を
見
る
と
、
一
九
九
二
年
の
大
統
領
選

挙
で
は
、
冷
戦
の
終
結
を
成
し
遂
げ
た
ブ
ッ
シ
ュ
（George Bush

）
で
は
な
く
、
経
済
問
題
を
重
視
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
（Bill Clinton

）
が

当
選
し
た
。

　

国
内
の
不
況
打
開
と
い
う
国
民
の
要
望
に
応
じ
る
た
め
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
一
九
九
三
年
一
月
二
五
日
に
国
家
経
済
会
議
（
以
下
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
を
設
立
し
た（
（9
（

。
従
来
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
持
つ
貿
易
や
対
外
経
済
政
策
の
調
整
・
統
合
に
関
す
る
権
限
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ

に
委
譲
さ
れ
、
国
防
総
省
の
意
見
が
対
外
経
済
政
策
に
反
映
し
づ
ら
く
な
っ
た（
（9
（

。
そ
し
て
、
内
向
き
と
経
済
重
視
の
思
潮
を
合
わ
せ
る
と
、

海
外
に
お
け
る
大
幅
な
戦
力
削
減
を
特
徴
と
し
た
新
戦
略
が
で
き
て
い
た
。
こ
の
戦
略
で
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
に
、
軍
隊
を
二

一
〇
万
人
か
ら
一
六
〇
万
人
に
削
減
し
、
海
外
展
開
を
減
ら
す
方
向
が
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
言
う
と
、
欧
州
に
い
る
陸
空
軍
を
三
〇
万

五
千
人
か
ら
一
〇
万
～
一
二
万
人
レ
ベ
ル
に
削
減
し
、
空
母
を
一
六
隻
か
ら
一
一
隻
に
減
ら
し
、
海
兵
隊
を
一
九
万
六
千
人
か
ら
一
五
万

人
に
削
減
す
る
計
画
で
あ
っ
た（
（9
（

。
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２　

日
米
経
済
摩
擦

　

経
済
面
か
ら
見
る
と
、
一
九
九
三
年
に
日
本
が
米
国
に
最
大
の
赤
字
を
与
え
る
貿
易
相
手
国
と
な
り
、
一
九
九
四
年
に
、
貿
易
黒
字
一

二
〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
過
去
最
高
の
数
字
と
な
り
、
米
国
の
対
日
貿
易
赤
字
も
六
五
〇
億
ド
ル
で
記
録
的
水
準
に
達
し
た（
（9
（

。
こ
う
し
た

状
況
で
、
米
国
は
日
本
に
市
場
開
放
問
題
で
目
標
明
示
方
式
を
迫
る
動
き
を
強
め
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宮
沢
喜
一
首
相
は
米
国
こ

そ
「
自
由
貿
易
体
制
の
下
で
競
争
力
を
強
化
」
す
べ
き
だ
と
述
べ（
（9
（

、
数
値
目
標
に
「
絶
対
反
対
だ
」
と
の
立
場
を
表
明
し
た（
（9
（

。
後
継
の
細

川
護
煕
首
相
も
「
数
値
目
標
は
規
制
緩
和
に
反
す
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
党
派
を
超
え
て
拒
否
の
姿
勢
を
見
せ
た（
（9
（

。
結
果
、
新
経
済
協
議

が
決
裂
し
た
。
米
国
の
対
応
と
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
に
対
し
て
強
く
非
難
し
、
貿
易
戦
争
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
言
明
し
た（
（9
（

。
そ
し
て
、
彼
は
包
括
貿
易
法
第
三
〇
一
条
を
復
活
さ
せ
て
、
貿
易
戦
争
が
一
層
現
実
味
を
帯
び
た（
（9
（

。

　

こ
の
流
れ
で
、
経
済
と
安
全
保
障
は
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
出
て
き
た（
（9
（

。
例
え
ば
、
当
時
米
国
の
ア
マ
コ
ス
ト
（M

ichael 

A
rm

acost

）
駐
日
大
使
は
「
日
本
が
経
済
問
題
で
譲
歩
し
な
け
れ
ば
、
米
国
が
日
本
に
対
す
る
安
全
保
障
面
で
の
協
力
は
減
少
さ
せ
る
べ

き
だ
」
と
考
え
て
い
た（
（10
（

。
さ
ら
に
極
端
な
意
見
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Chalm

ers Johnson

）
ら
は
、
日
本
が
米
国
と
は
本
質
的
に
違
う

国
だ
と
い
う
「
日
本
異
質
論
」
の
論
理
か
ら
、
在
日
米
軍
の
完
全
撤
退
を
主
張
し
て
い
た（
（10
（

。
そ
し
て
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
（Sam

uel 

H
untington

）
は
も
し
日
本
が
経
済
的
優
位
性
を
取
得
す
る
と
、
米
国
は
政
治
的
・
軍
事
的
優
位
性
で
ソ
連
に
負
け
る
の
と
同
様
な
打
撃

を
受
け
る
と
警
告
し
て
い
た（
（10
（

。

　

上
述
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
米
経
済
摩
擦
が
冷
戦
終
結
の
時
代
背
景
を
合
わ
せ
て
、
日
米
関
係
が
難
航
し
て
い
た
。
一
方
で
、

「
米
国
の
多
く
の
指
導
者
や
国
民
の
大
多
数
が
日
本
を
同
盟
国
と
い
う
よ
り
も
脅
威
と
見
な
し
て
」
お
り
、
こ
の
認
識
は
「
日
米
安
全
保

障
関
係
の
長
期
的
な
信
頼
性
に
対
す
る
疑
念
を
深
め
た（
（10
（

」。
他
方
、
米
国
に
よ
る
保
護
主
義
的
な
反
応
や
圧
力
は
日
本
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷

つ
け
、
徐
々
に
日
本
の
社
会
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
変
え
て
い
っ
た（
（10
（

。
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㈡　

日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
：
公
式
性
と
軍
事
協
力

　

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
を
同
盟
の
公
式
性
と
軍
事
協
力
の
進
展
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
当
該
期
に
お
け
る
日
米
同
盟
を
運
営
す
る
機
関
の
格
上
げ
や
新
設
、
お
よ
び
同
盟
関
係
の
公
開
や
確
認
と

い
っ
た
公
式
性
の
進
展
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
防
衛
物
資
と
サ
ー
ビ
ス
の
相
互
提
供
や
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
以
下
、
Ｔ
Ｍ
Ｄ
）
に
関

す
る
共
同
研
究
、
防
衛
費
負
担
分
担
の
拡
大
な
ど
の
防
衛
協
力
の
深
化
、
お
よ
び
防
衛
協
力
の
範
囲
拡
大
と
い
っ
た
軍
事
協
力
の
進
展
を

分
析
す
る
。

１　

同
盟
の
公
式
性
の
進
展

　

一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
、
日
米
同
盟
の
公
式
性
が
大
き
く
進
展
し
て
い
た
。
ま
ず
は
日
米
同
盟
を
運
営
す
る
機
関
と
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ

の
米
国
側
出
席
者
の
格
上
げ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
り
、
新
た
に
調
印
さ
れ
た
安
保
条
約
に
基
づ
い

て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
た（
（10
（

。
し
か
し
、
日
本
側
の
参
加
者
は
外
務
大
臣
と
防
衛
庁
長
官
が
、
米
国
側
の
参
加
者
は
駐
日
米
国
大
使
と
太
平

洋
軍
司
令
官
で
あ
っ
た
。
同
盟
国
間
の
安
全
保
障
協
議
機
関
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
方
の
参
加
者
の
地
位
が
対
等
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は

問
題
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
の
安
保
改
定
三
〇
周
年
に
当
た
り
、
日
米
安
保
協
議
委
員
会
が
改
組
さ
れ
た（
（10
（

。
つ
ま
り
、
日
本
側
の
参
加
者
が

そ
の
ま
ま
で
、
米
国
側
の
参
加
者
は
駐
日
米
国
大
使
と
太
平
洋
軍
司
令
官
か
ら
国
務
長
官
と
国
防
長
官
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
（
通
常
、「
２

＋
２
」
と
呼
ば
れ
る
）。
こ
う
し
て
、
日
米
両
国
間
で
形
式
上
の
対
等
な
協
議
の
場
が
で
き
て
、
安
全
保
障
政
策
を
め
ぐ
る
閣
僚
級
協
議
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
一
九
九
三
年
六
月
二
八
日
に
Ｓ
Ｄ
Ｃ
も
改
組
さ
れ
、
米
国
側
の
メ
ン
バ
ー
を
国
務
省
と
国
防
総
省
の
次
官
補

に
格
上
げ
し
て
い
た（
（10
（

。
日
米
安
保
協
議
委
員
会
の
下
に
局
長
級
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
一
九
六
七
年
に
設
置
さ
れ
た
が
、
閣
僚
級
や
局
長
級
審
議
の

政
策
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
審
議
官
級
の
日
米
安
全
保
障
事
務
レ
ベ
ル
協
議
（
以
下
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
が
新
設
さ
れ
た（
（10
（

。
こ
の
よ
う
に
し
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て
、
日
米
間
の
安
全
保
障
協
議
は
政
策
の
方
針
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
実
現
に
つ
い
て
も
対
話
と
交
流
の
場
が
設
け
ら
れ
、
日
米
協
力
が
よ

り
緊
密
に
な
っ
て
い
た
。

　

次
に
、
同
盟
関
係
の
公
開
や
確
認
と
し
て
、
一
九
九
六
年
四
月
一
七
日
に
橋
本
龍
太
郎
首
相
と
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
公
表
さ

れ
た
「
日
米
安
全
保
障
共
同
宣
言

―
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
同
盟
」
が
日
米
同
盟
史
に
特
筆
す
べ
き
文
書
で
あ
る（
（10
（

。
一
九
九
〇
年
代
初

頭
の
い
わ
ゆ
る
「
同
盟
の
漂
流
」
の
危
機
を
背
景
に
、
こ
の
共
同
宣
言
の
中
で
は
、
日
米
関
係
が
「
歴
史
上
最
も
成
功
し
て
い
る
二
国
間

関
係
の
一
つ
」
と
し
て
謳
歌
さ
れ
、「
日
本
と
米
国
と
の
間
の
堅
固
な
同
盟
関
係
」
が
地
域
の
平
和
と
安
全
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
経
済

成
長
の
土
台
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
同
盟
関
係
が
持
つ
重
要
な
価
値
を
再
確
認
し
た
」
う
え
で
、
両
国
は
「
日
米
両
国
間
の
緊
密
な
防
衛
協
力
」
を
行
う

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
し
た
。
米
国
側
は
、
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
維
持
を
強
調
し（
（11
（

、「
約
一
〇
万
人
の
前
方
展
開
軍

事
要
員
か
ら
な
る
現
在
の
兵
力
構
成
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
」。
そ
の
代
わ
り
に
、
日
本
側
は
、「
日
米
安

保
条
約
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
の
提
供
並
び
に
接
受
国
支
援
等
を
通
じ
適
切
な
寄
与
を
継
続
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
」。
こ
う
し
て
、

日
米
両
国
間
安
保
の
緊
密
化
、
地
域
安
保
へ
の
相
互
貢
献
拡
大
、
お
よ
び
地
球
規
模
で
の
安
保
協
力
へ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た（
（11
（

。

　

最
後
に
、
冷
戦
期
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
内
実
に
は
、
日
米
経
済
摩
擦
に
よ
っ
て
両
国
の
経
済
界
や
世
論
に
お
い
て
お
互
い
に
不
満
を

持
っ
て
い
た
た
め
、
ソ
連
と
い
う
共
通
敵
国
に
対
抗
す
る
た
め
の
防
衛
協
力
が
色
濃
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
冷
戦
終
結
後

の
日
米
同
盟
が
漂
流
の
危
機
に
直
面
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
た
。
共
通
の
強
敵
が
な
く
な
っ
た
時
代
に
、
日
米
同
盟
の
絆
を
い
か
に
維

持
す
る
か
に
対
し
て
、
よ
り
全
面
的
な
同
盟
関
係
の
構
築
と
い
う
答
え
が
出
て
き
た
。
つ
ま
り
、「
安
全
保
障
、
政
治
及
び
経
済
と
い
う

日
米
関
係
の
三
本
の
柱
」
に
「
両
国
の
共
有
す
る
価
値
観
及
び
利
益
」
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
、
日
米
安
保

体
制
だ
け
で
は
な
く
、
共
通
の
価
値
観
と
政
治
体
制
に
基
づ
く
経
済
・
社
会
も
日
米
同
盟
を
支
え
る
こ
と
が
新
た
な
方
向
性
と
し
て
確
認

さ
れ
た
。
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２　

軍
事
協
力
の
進
展

　

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
間
の
軍
事
協
力
の
進
展
は
主
に
防
衛
協
力
の
深
化
と
範
囲
の
拡
大
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下

は
こ
れ
ら
の
側
面
か
ら
分
析
す
る
。

⑴
　
防
衛
協
力
の
深
化

　

ま
ず
、「
日
米
安
保
の
再
定
義
」
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
六
年
四
月
一
五
日
に
締
結
さ
れ
た
「
日
本
国
の
自
衛
隊
と
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
後
方
支
援
、
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定

（
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）」（
以
下
、
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
）
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
と
米
軍
が
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
を
相
互
に
提
供
す
る
た
め
の
条
件
と

手
続
き
が
整
備
さ
れ
て
い
た（
（11
（

。
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
の
対
象
は
共
同
訓
練
、
日
本
国
内
で
の
米
軍
訓
練
、
お
よ
び
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
な
ど

と
な
り
、
両
国
間
の
軍
事
協
力
を
実
質
化
す
る
重
要
な
具
体
手
段
で
あ
っ
た（
（11
（

。

　

ま
た
、
共
同
研
究
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
初
頭
に
日
米
両
国
の
政
府
間
で
Ｔ
Ｍ
Ｄ
に
関
す
る
公
式
の
政
治
協
議
が
開
始
さ
れ
た
。
一

九
九
三
年
五
月
二
九
日
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
）
に
よ
る
「
ノ
ド
ン
一
号
」
発
射
実
験
を
契
機
に
、
日
米
間
で

の
Ｔ
Ｍ
Ｄ
共
同
研
究
を
め
ぐ
る
交
渉
が
加
速
し
た
。
一
九
九
三
年
九
月
に
中
西
防
衛
庁
長
官
が
ア
ス
ピ
ン
（Les A

spin

）
国
防
長
官
と
会

談
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｄ
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
の
た
め
の
事
務
レ
ベ
ル
の
作
業
グ
ル
ー
プ
を
設
立
す
る
こ
と
に
合
意
し（
（11
（

、
同
年
一
二
月
に
Ｓ
Ｓ
Ｃ

の
下
に
「
Ｔ
Ｍ
Ｄ
に
関
す
る
日
米
作
業
部
会
」（
以
下
、
Ｔ
Ｍ
Ｄ
︲
Ｗ
Ｇ
）
が
設
立
さ
れ
た（
（11
（

。
そ
し
て
、
一
九
九
四
年
九
月
に
Ｔ
Ｍ
Ｄ
︲
Ｗ

Ｇ
の
下
に
、
日
米
の
専
門
家
レ
ベ
ル
に
よ
る
共
同
研
究
の
場
で
あ
る
「
日
米
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
共
同
研
究
」
が
設
け
ら
れ
、
一
九
九
五

年
度
か
ら
一
九
九
八
年
度
ま
で
「
わ
が
国
の
防
空
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
」
が
行
わ
れ
て
い
た（
（11
（

。
引
き
続
い
て

一
九
九
七
年
六
月
に
海
上
配
備
型
上
層
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｔ
Ｗ
Ｄ
）
計
画
で
米
国
と
の
共
同
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（
（11
（

。
一
九

九
八
年
九
月
二
一
日
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
「
上
層
用
海
上
発
射
ミ
サ
イ
ル
」
に
限
定
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｄ
の
日
米
共
同
技
術
研
究
の
開
始
に
合
意
し
、
一

九
九
九
年
度
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
関
す
る
日
米
共
同
技
術
研
究
を
開
始
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た（
（11
（

。
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そ
し
て
、
在
日
米
軍
駐
留
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
、
日
本
は
そ
の
支
援
態
勢
を
継
続
的
に
強
化
し
て
い
た
。
一
九
九
一
年
一
月
一
四
日
、

「
在
日
米
軍
駐
留
経
費
特
別
協
定
」
の
調
印
が
な
さ
れ
た
。
同
協
定
に
よ
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
日
本
側
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
八

手
当
の
ほ
か
に
、
従
業
員
の
基
本
給
、
時
間
外
勤
務
給
、
お
よ
び
船
員
関
係
の
諸
手
当
を
加
え
て
、
合
計
四
四
種
類
の
給
与
支
払
い
経
費

が
日
本
負
担
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
、
在
日
米
軍
ま
た
は
在
日
米
軍
の
公
認
調
達
機
関
が
公
用
の
た
め
に
調
達
す
る
公
益

事
業
に
よ
り
使
用
に
供
さ
れ
る
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
下
水
道
や
、
暖
房
・
調
理
・
給
湯
用
の
燃
料
（
米
軍
の
訓
練
等
に
係
る
燃
料
費
は
負

担
対
象
外
）
の
料
金
・
代
金
も
日
本
側
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
特
別
協
定
の
後
、
一
九
九
五
年
九
月
二
七
日
に
新
た

な
「
在
日
米
軍
駐
留
経
費
特
別
協
定
」
が
署
名
さ
れ
た
。
同
協
定
で
、
以
前
か
ら
の
基
本
給
等
四
四
項
目
及
び
水
道
光
熱
費
の
ほ
か
に
、

新
た
に
訓
練
移
転
費
が
日
本
側
の
負
担
に
追
加
さ
れ
た（
（11
（

。

　

最
後
に
、
特
筆
す
べ
き
は
一
九
九
七
年
九
月
二
三
日
に
成
立
し
た
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」（
以
下
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
で

あ
る（
（12
（

。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
包
括
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
共
同
作
戦
計
画
・
相
互
協
力
計
画
の
検
討
や
情
報
活

動
、
部
隊
の
活
動
、
移
動
、
後
方
支
援
の
共
通
基
準
の
確
立
、
相
互
運
用
性
を
含
め
た
共
通
の
実
施
要
領
の
確
立
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
自
衛
隊
お
よ
び
米
軍
は
作
戦
、
情
報
活
動
お
よ
び
後
方
支
援
に
つ
い
て
相
互

に
緊
密
に
調
整
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
日
米
両
国
の
部
隊
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
よ
う
な
連
合
軍
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

十
分
に
整
合
の
と
れ
た
共
同
作
戦
が
で
き
る
。

⑵
　
防
衛
協
力
範
囲
の
拡
大

　

一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
防
衛
協
力
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
た
。
ま
ず
、
五
一
大
綱
に
お
け
る
「
日
本
は
、
原
則
と
し
て
、
限
定
的
か

つ
小
規
模
な
侵
略
を
独
力
で
排
除
す
る
」
と
い
う
規
定
が
、
一
九
九
五
年
一
一
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
平
成
八
年
度
以
降
に
係
る
防
衛

計
画
の
大
綱
に
つ
い
て
」（
以
下
、
〇
七
大
綱
）
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た（
（12
（

。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
武
力
侵
攻
が
あ
っ
て
も
、
日
米

同
盟
に
基
づ
い
て
米
国
は
日
本
を
共
同
防
衛
す
る
義
務
を
果
た
す
よ
う
に
、
米
軍
に
よ
る
防
衛
範
囲
が
拡
大
し
た
。
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ま
た
、
〇
七
大
綱
と
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
最
も
注
目
に
値
す
る
新
た
な
要
素
は
「
周
辺
事
態
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
れ

が
、
日
米
軍
事
協
力
の
対
象
が
従
来
の
日
本
有
事
か
ら
「
日
本
周
辺
地
域
に
お
け
る
事
態
で
日
本
の
平
和
と
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え

る
場
合
」
へ
と
拡
大
し
た（
（12
（

。
そ
れ
に
応
じ
て
、
一
九
九
九
年
五
月
に
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
に
周
辺
事
態
へ
対
応
す
る
活
動
に
関
す
る
協
力
を
追
加
す

る
よ
う
に
改
正
を
行
っ
た（
（12
（

。
そ
し
て
、「
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」（
周

辺
事
態
安
全
確
保
法
）
の
制
定
は（
（12
（

、
日
米
同
盟
の
軍
事
協
力
の
法
律
化
と
し
て
そ
の
制
度
化
を
推
進
し
て
い
た
。

㈢　

日
米
同
盟
の
制
度
化
の
要
因

　

本
節
で
は
、
冷
戦
終
結
後
に
お
け
る
日
米
間
の
相
互
不
安
の
様
相
と
そ
の
原
因
を
解
明
す
る
。
ま
ず
、
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
撤
退
や

湾
岸
戦
争
と
朝
鮮
半
島
核
危
機
（
以
下
、
朝
鮮
危
機
）
に
お
い
て
米
国
に
よ
る
対
日
批
判
を
背
景
に
、
米
国
が
引
き
続
い
て
守
っ
て
く
れ
る

か
と
い
う
日
本
の
疑
念
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
が
二
国
間
の
日
米
安
保
体
制
よ
り
も
多
国
間
安
保
を
重
視
す
る
こ
と
や
、
北
朝
鮮

に
よ
る
核
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
の
核
開
発
へ
の
米
国
の
懸
念
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
反
軍
主
義
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
と
そ
れ
を
代

表
す
る
政
党
の
動
向
を
説
明
す
る
。

１　

日
本
側
の
不
安

　

冷
戦
後
の
世
界
に
ソ
連
の
よ
う
な
西
側
の
共
通
敵
国
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
大
規
模
な
軍
備
保
有
や
前
方
展
開
が
必
要
な
く
な
り
、

軍
事
費
削
減
や
軍
備
縮
小
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
影
響
で
、
一
九
九
〇
年
四
月
に
国
防
総
省
は
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
構
想
」（
以
下
、

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｉ
︲
Ｉ
）
で
、
米
軍
の
前
方
配
備
態
勢
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
暫
時
撤
退
計
画
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
一

九
九
九
年
ま
で
に
日
本
か
ら
一
万
～
一
万
二
千
人
、
韓
国
か
ら
一
万
四
千
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
四
千
人
の
米
軍
兵
力
を
撤
退
さ
せ
よ
う

と
し
た
。
地
域
全
体
と
し
て
、
三
段
階
に
分
け
て
一
九
九
〇
年
の
一
三
万
五
千
人
規
模
か
ら
九
万
人
へ
と
削
減
す
る
計
画
で
、
第
一
段
階

で
日
本
か
ら
六
千
人
の
削
減
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
影
響
で
、
日
本
が
米
国
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
離
れ
」
の
危
惧
を
感
じ（
（12
（

、
米
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国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
疑
念
を
生
じ
た（
（12
（

。

　

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｉ
︲
Ｉ
の
実
行
は
一
九
九
〇
年
八
月
二
日
の
イ
ラ
ク
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
と
翌
年
一
月
一
七
日
の
湾
岸
戦
争
に
よ
っ
て
中

止
さ
れ
た
が
、
新
た
な
不
安
の
種
が
埋
め
ら
れ
た
。
湾
岸
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
の
多
国
籍
軍
に
対
す
る
資
金
援
助
は
当
初
の
一
〇
億
ド

ル
か
ら
最
後
の
一
三
五
億
ド
ル
ま
で
に
上
っ
た
が
、
人
的
貢
献
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
批
判
を
受
け
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
九
月
二
九

日
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
海
部
俊
樹
首
相
に
自
衛
隊
の
参
画
を
「
な
る
べ
く
早
く
来
て
く
だ
さ
い
。
来
年
ま
で
延
ば
さ
な
い
よ
う
に
お
願

い
す
る
。
一
刻
も
早
く
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
求
め
た（
（12
（

。「
湾
岸
で
の
日
本
の
最
大
限
の
協
力
を
強
く
求
め
る（
（12
（

」「
日
本
が
で
き
る

こ
と
を
速
や
か
に
実
践
的
に
行
い
…
…
外
国
か
ら
の
圧
力
を
待
た
ず
に
決
断
を
率
直
に
発
表
す
る
こ
と
を
求
め
る（
（12
（

」
と
再
三
催
促
さ
れ
て

い
た
が
、
日
本
は
憲
法
上
の
制
限
で
、
援
助
金
額
の
追
加
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
で
、
米
国
の
世
論
や
国
会
で
日
本
を
批
判
す

る
声
が
強
く
な
り（
（13
（

、
米
国
が
金
銭
的
支
援
以
外
の
行
動
を
求
め
て
い
た（
（13
（

。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
湾
岸
戦
争
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
は
、
日
本
が
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
り
に
な
ら
な
い
同
盟
国
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
特
に
最
後
の
七
か
月
に
お
け
る
米
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
た（
（13
（

。
こ
の
影
響
で
、
米
国
政
府
が
日
米
間
の

軍
事
協
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
も
、
議
会
か
ら
よ
り
大
き
な
圧
力
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

が
海
部
首
相
に
、
日
本
の
世
界
的
な
役
割
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
米
関
係
が
批
判
さ
れ
る
と
警
告
し
た（
（13
（

。

　

二
年
ほ
ど
後
、
日
米
同
盟
に
お
け
る
日
本
側
の
同
盟
価
値
が
再
度
問
わ
れ
て
い
た
。
一
九
九
三
年
三
月
一
二
日
、
北
朝
鮮
は
前
月
の
国

際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
核
関
連
施
設
へ
の
特
別
査
察
要
求
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
か
ら
の
脱
退

を
宣
言
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
朝
鮮
戦
争
以
来
最
も
危
う
く
戦
争
に
近
づ
い
た（
（13
（

」
朝
鮮
危
機
が
起
こ
っ
た
。「
ソ
ウ
ル
は
火
の
海

に
な
る
」
と
い
う
北
朝
鮮
の
発
言
に
対
し
て（
（13
（

、
米
朝
開
戦
の
際
に
日
米
安
保
体
制
が
機
能
で
き
る
か
ど
う
か
が
日
米
同
盟
の
試
金
石
と
な

っ
て
い
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
在
日
米
軍
が
自
衛
隊
の
統
合
幕
僚
会
議
に
軍
事
支
援
を
要
求
し
た
時
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
違
憲
に

当
た
る
と
、
日
本
が
朝
鮮
半
島
に
出
撃
し
た
米
軍
を
支
援
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た（
（13
（

。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
と
、
日
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米
同
盟
は
崩
壊
す
る
状
況
に
陥
り
か
ね
な
く（
（13
（

、
当
然
、
日
本
が
米
国
に
よ
る
安
全
保
障
の
提
供
を
期
待
す
る
筋
合
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
一
九
九
四
年
八
月
一
二
日
に
村
山
富
市
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
防
衛
問
題
懇
談
会
は
米
国
の
思
惑

を
承
知
し
た
う
え
で（
（13
（

、「
米
国
の
財
政
的
考
慮
や
軍
事
情
勢
の
評
価
次
第
で
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
そ
の
態
勢
に
多
少
の
修
正
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
」
と
い
う
懸
念
を
持
っ
て
、「
日
本
の
安
全
保
障
と
防
衛
力
の
あ
り
方

―
二
一
世
紀
へ
向
け
て
の
展
望
」（
以
下
、
樋
口
レ

ポ
ー
ト
）
を
首
相
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
、「
米
国
の
核
抑
止
の
信
頼
性
に
揺
ら
ぎ
が
な
い
こ
と
が
、
決
定
的

に
重
要
で
あ
る
」
と
い
っ
た
旨
を
表
す
語
句
は
六
回
も
繰
り
返
さ
れ
た（
（13
（

。
当
時
日
本
が
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス（
（14
（

の
み
な
ら
ず
、
米
国
に
よ
る

核
の
傘
の
信
頼
性
に
不
安
を
持
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

２　

米
国
側
の
不
安

⑴
　
構
造
的
な
要
因
に
よ
る
根
源
的
な
不
安

　

前
述
の
よ
う
に
、
冷
戦
後
に
お
い
て
日
米
同
盟
が
漂
流
す
る
危
機
が
起
こ
っ
た
。
米
国
に
と
っ
て
日
本
と
の
同
盟
関
係
の
必
要
性
が
議

論
さ
れ
て
い
た
一
方
、
日
本
に
と
っ
て
日
米
安
保
体
制
以
外
の
安
全
保
障
枠
組
み
が
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
一
九
六
八
年
に
日
本
は
世
界
で
第
二
位
の
経
済
大
国
と
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
米
国
の
五
〇
％
ぐ
ら
い
に
至
っ
た（
（14
（

。
米
国
は
「
経
済
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
を
反
映
す
る
た
め
…
…
日
本
は
よ
り
独
立
し
た
外
交
政
策

を
望
ん
で
い
る
」
と
考
え
て
い
た（
（14
（

。
そ
し
て
、
湾
岸
戦
争
の
勃
発
は
米
国
に
こ
の
懸
念
を
深
め
て
い
た
。
一
例
と
し
て
、
湾
岸
戦
争
に
お

い
て
日
本
が
米
国
か
ら
猛
烈
な
批
判
を
受
け
て
い
た
状
況
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
海
部
首
相
に
日
本
で
の
反
米
感
情
に
つ
い
て
心
配
を

表
し
た（
（14
（

。
戦
争
後
の
反
省
と
し
て
、「
湾
岸
戦
争

―
日
本
と
日
米
関
係
へ
の
影
響
」
と
い
う
国
務
省
の
レ
ポ
ー
ト
の
最
後
に
、「
日
本
に

十
分
な
席
を
与
え
な
け
れ
ば
、
日
本
が
よ
り
独
立
し
た
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
い
う
現
実
的
な
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
い
う
結
論
が
出
て

き
た（
（14
（

。
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そ
し
て
、
朝
鮮
危
機
の
際
に
し
て
も
、
日
米
同
盟
が
崩
壊
す
れ
ば
、
日
本
は
米
国
か
ら
安
全
保
障
の
提
供
を
も
ら
え
な
く
な
り
、
日
本

が
外
交
・
安
全
保
障
面
で
の
自
律
性
を
高
め
る
方
向
に
進
む
だ
ろ
う
と
予
測
し
、
ペ
リ
ー
（W

illiam
 Perry

）
国
防
長
官
は
一
九
九
四
年

五
月
三
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
北
朝
鮮
の
核
計
画
が
韓
国
、
台
湾
、
日
本
な
ど
周
辺
国
の
核
開
発
の
誘
因
に
な
る
と
い
う
懸
念
を
表
明
す

る
講
演
を
行
っ
た（
（14
（

。

⑵
　
引
き
金
と
し
て
の
樋
口
レ
ポ
ー
ト

　

米
国
側
の
不
安
を
さ
ら
に
惹
起
し
、
行
動
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
日
本
側
の
不
安
の
象
徴
で
も
あ
る
樋
口
レ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
樋

口
レ
ポ
ー
ト
の
「
日
本
の
安
全
保
障
政
策
と
防
衛
力
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
」
と
い
う
章
で
、「
日
米
安
全
保
障
協
力
関
係
の
機
能

充
実
」
よ
り
も
前
に
「
多
角
的
安
全
保
障
協
力
」
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
文
章
構
成
に
対
し
て
、
米
国
は
日
本
が
多
国
間
安
保
を
重
視

し
て
二
国
間
安
保
を
無
視
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
日
本
の
米
国
離
れ
」
へ
の
警
戒
感
が
出
て
き
た（
（14
（

。
す
る
と
、
グ
リ
ー
ン

（M
ichael Green

）
防
衛
分
析
研
究
所
研
究
員
と
ク
ロ
ー
ニ
ン
（Patrick Cronin

）
国
家
戦
略
研
究
所
主
任
研
究
員
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
問

題
視
し
来
日
し
て
、
帰
国
後
、
日
本
が
日
米
同
盟
と
い
う
二
国
間
の
関
係
か
ら
多
国
間
安
全
保
障
の
方
に
流
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
警
告

し
た（
（14
（

。
こ
れ
に
対
処
す
る
方
策
と
し
て
、「
日
本
に
…
…
米
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た（
（14
（

。

　

国
防
大
学
内
の
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
国
防
次
官
補
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
ナ
イ
（Joseph N

ye, Jr.

）
も
懸
念
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
た（
（14
（

。
樋
口
レ
ポ
ー
ト
公
表
の
原
因
は
、
上
述
の
背
景
で
あ
る
日
本
の
独
立
性
へ
の
追
求
の
ほ
か
、
直
接
的
な
原
因
は
日
本
が
米
国

の
ア
ジ
ア
離
れ
に
対
す
る
懸
念
で
あ
る
と
、
米
国
政
府
の
内
部
が
理
解
し
て
い
た（
（15
（

。
こ
う
い
う
日
本
側
の
懸
念
を
意
識
し
な
が
ら
、
ナ
イ

は
同
盟
再
定
義
へ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
行
っ
た（
（15
（

。
国
防
総
省
は
一
九
九
五
年
二
月
二
七
日
に
「
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
安
全
保
障
戦
略
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｒ
）」（
以
下
、
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
）
を
公
表
し
た
。
同
報
告
の
中
で
、「
米
国
が
…
…
安
定
の
た
め
に
目

に
見
え
る
部
隊
を
提
供
し
な
け
れ
ば
…
…
不
安
な
国
は
軍
備
を
増
強
す
る
だ
ろ
う
。
軍
拡
競
争
は
、
恐
怖
と
不
安
定
さ
を
助
長
す
る
可
能
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性
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
米
軍
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
重
要
性
を
提
示
し
つ
つ
、「
特
に
日
本
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
…
…
安
全
感
を
高
め
、
核
兵
器
能
力
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
、
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
曖
昧
の
ま
ま
に
続
け
れ
ば
、
日
本
が
核
開
発
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
特
別
に
注
意
喚
起
を
し
た（
（15
（

。

　

そ
の
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
米
軍
兵
力
の
一
〇
万
人
態
勢
の
維
持
を
謳
っ
た（
（15
（

。
そ
し
て
、「
約
一

〇
万
人
の
要
員
」
と
い
う
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
軍
事
計
画
を
硬
直
化
さ
せ
る
こ
と
や
、
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
の
中
に
あ
る
東
ア
ジ
ア

で
の
前
方
展
開
と
米
国
の
国
益
と
の
関
係
性
の
説
明
を
通
じ
て
、
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
信
頼
性
を
高
め
よ
う
と
し
た（
（15
（

。

３　

反
軍
主
義

　

一
九
九
〇
年
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
反
軍
主
義
は
基
本
的
に
低
調
で
あ
っ
た
。
以
下
は
世
論
調
査
で
反
映
さ
れ
た
一
般
民
衆
の
認
識

と
社
会
党
の
動
向
か
ら
分
析
す
る
。

⑴
　
世
論
調
査

　

内
閣
府
に
よ
る
「
自
衛
隊
・
防
衛
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
九
年
の
米
ソ
首
脳
に
よ
る
冷
戦
終
結
の
宣
言
や
一

九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
の
影
響
で
、
日
本
国
内
で
「
日
本
が
戦
争
を
し
か
け
ら
れ
た
り
、
戦
争
に
ま
き
込
ま
れ
た
り
す
る
危
険
が
あ
る
」

と
い
う
危
機
意
識
が
下
が
っ
て
い
た
。
一
九
九
四
年
の
朝
鮮
危
機
が
再
度
世
論
に
危
機
意
識
を
喚
起
し
、「
日
米
安
全
保
障
条
約
は
、
日

本
の
平
和
と
安
全
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
役
立
っ
て
い
る
」
あ
る
い
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

役
立
っ
て
い
る
」
と
回
答
す
る
比
率
が
高
い
水
準
に
戻
っ
て
い
た
（
図
５
参
照
）。

　

関
連
す
る
こ
と
に
、
日
本
の
安
全
を
守
る
た
め
の
方
法
へ
の
見
方
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
に
「
現
状
ど
お
り
、
日
米
の
安
全
保
障
体

制
と
自
衛
隊
で
日
本
の
安
全
を
守
る
」
を
選
ぶ
人
が
少
し
減
少
し
、
ほ
か
の
選
択
肢
を
選
ぶ
人
が
や
や
増
え
た
が
、
大
き
な
趨
勢
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
事
実
、
一
九
九
〇
年
を
含
む
一
九
九
〇
年
代
全
体
の
日
米
安
保
体
制
を
認
め
る
比
率
は
一
九
八
〇
年
代
全
体
の
水
準
を
僅

か
に
上
回
っ
た（
（15
（

（
図
６
参
照
）。
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図５　日米安保や戦争可能性に対する認識（1980年代～1990年代）

図６　日本の安全を守るための方法（1980年代～1990年代）
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65.8 63.5

53.6 55.4 54.9

64.5

71.4 68.8 68.3 69.4 71.6

60.2 60.9 47.9

0
10
20
30
40
50
60
70
80（％）

1981 1984 1987 1990 1993 1996 1999

安保条約をやめ、自衛力を強化して、我が国の力だけで日本の安全を守る
現状通り、日米の安全保障体制と自衛隊で日本の安全を守る
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出所：内閣府による世論調査における「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」を基に筆者作成。

出所：内閣府による世論調査における「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」を基に筆者作成。
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防
衛
感
情
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
一
九
九
〇
年
が
異
例
と
な
り
、
同
年
に
自

衛
隊
や
防
衛
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
人
が
増
え
た
と
同
時
に
、
自
衛

隊
に
よ
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
人
が
減
っ
た
。
当
時
に
お
い
て
冷
戦
終
結
が
日
本

防
衛
の
あ
り
方
に
か
な
り
の
衝
撃
と
混
乱
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
後
述

の
社
会
党
に
よ
る
日
米
安
保
と
自
衛
隊
へ
の
承
認
な
ど
の
動
き
で
、
日
本
防
衛
が

元
々
の
軌
道
に
戻
り
、
防
衛
問
題
を
心
配
す
る
人
数
が
減
り
、
代
わ
り
に
自
衛
隊

に
よ
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
よ
り
も
高
い

水
準
に
達
し
た
（
図
７
参
照
）。

⑵
　
社
会
党
の
動
向

　

他
方
、
一
九
九
〇
年
に
社
会
党
の
人
気
が
一
旦
回
復
し
、
国
会
に
一
三
六
議
席

を
占
め
て
い
た
が
、
同
期
の
自
民
党
は
依
然
と
し
て
国
会
の
過
半
数
を
握
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
社
会
党
は
急
速
に
国
民
の
支
持
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
一
九
九
六
年

に
わ
ず
か
一
五
議
席
し
か
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
全
体
的
に
言
う
と
、
一
九
九

〇
年
代
は
社
会
党
の
失
墜
の
時
代
と
も
い
え
よ
う（
（15
（

（
図
８
参
照
）。

　

こ
の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
社
会
党
の
防
衛
認
識
の
変

化
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
六
月
一
八
日
の
宮
沢
内
閣
不
信
任
案
を
契
機
に
、
日
本

新
党
の
細
川
護
煕
が
首
相
と
す
る
八
党
派
連
立
政
権
が
成
立
し
、
い
わ
ゆ
る
「
五

五
年
体
制
」
が
崩
壊
し
た
。
後
継
の
羽
田
孜
内
閣
や
自
社
さ
連
立
の
村
山
内
閣
を

加
え
て
、
上
述
の
政
権
の
中
に
社
会
党
は
参
加
し
て
お
り
、
特
に
村
山
内
閣
の
首

図７　防衛感情（1980年代～1990年代）
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出所：内閣府による世論調査における「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」を基に筆者作成。
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相
村
山
富
市
は
社
会
党
委
員
長
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
政
権
に
参
画
す
る
た
め
に
、
社
会
党
は
細
川
内
閣
成
立
の
前
に
、
妥
協

し
て
一
九
九
三
年
七
月
二
九
日
の
「
連
立
政
権
樹
立
に
関
す
る
合
意
事
項
」
で
「
日

米
関
係
の
基
軸
と
し
て
の
日
米
安
全
保
障
条
約
を
継
承
す
る
」
こ
と
を
確
認
し
た（
（15
（

。

そ
し
て
、
政
権
運
営
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
社
会
党
は
日
米
同
盟
を
不
可
欠
に
、
自
衛

隊
を
合
憲
と
認
識
し
、「
政
策
大
転
換
」
を
し
た
。
村
山
首
相
は
政
権
発
足
か
ら
二

〇
日
後
に
衆
議
院
本
会
議
で
以
下
の
こ
と
を
宣
言
し
た
。「
日
米
安
保
体
制
は
、
国

際
社
会
に
お
け
る
広
範
な
日
米
協
力
関
係
の
政
治
的
基
盤
」
で
あ
り
、「
自
衛
隊
は
、

憲
法
の
認
め
る
も
の
で
あ
る（
（15
（

」。

　

こ
う
し
て
、
日
米
安
保
体
制
や
自
衛
隊
に
反
対
し
て
き
た
国
会
第
二
党
の
社
会
党

は
、
一
九
八
〇
年
代
の
自
衛
隊
「
違
憲
・
法
的
存
在
」
論
を
経
て
、
一
九
九
〇
年
代

に
そ
の
「
非
武
装
中
立
」
の
党
是
を
徹
底
的
に
放
棄
し
た（
（15
（

。
皮
肉
な
こ
と
に
、
社
会

党
は
政
権
の
座
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
五
五
年
体
制
」
に
終
止
符
を
打
っ

た
と
同
時
に
、
保
革
対
立
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
も
終
焉
を
迎
え
、
か
つ
て
最
大
の

反
軍
主
義
の
政
治
代
弁
者
は
や
が
て
自
分
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
九
〇
年
代
に
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
が
低
水
準
に
も
か

か
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
た
。
平
和
主
義
者
は
依
然
と
し
て
日
本
の
防
衛
組
織
に
不
信

感
を
持
っ
て
い
た（
（16
（

。
例
え
ば
、
社
会
主
義
者
と
共
産
主
義
者
の
反
対
で（
（16
（

、
湾
岸
戦
争

に
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
が
国
会
で
大
き
な
困
難
に
遭
遇
し
た（
（16
（

。
そ
し
て
、
日
本

図８　自民党と社会党の衆議院議席の推移（1980年代～1990年代）
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250
300
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85

136
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出所：�国立国会図書館調査及び立法考査局による「主要政党の変遷と国会内勢力の推移」を基
に筆者作成。
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人
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
教
訓
を
受
け
て
、
も
う
二
度
と
武
力
行
使
に
伴
う
活
動
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
決
め
た
（decided not to be 

involved in any activities of force

）
の
を
理
由
と
し
て
、
非
軍
事
的
な
協
力
に
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
日
本
が
戦
闘
員
を
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
海
部
首
相
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
説
明
し
た（
（16
（

。

㈣　

総
合
的
考
察

　

本
節
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
と
そ
の
影
響
要
因
と
の
関
係
を
総
合
的
に
考
察
す
る
。
ま
ず
、
当

該
期
の
同
盟
の
公
式
性
面
お
よ
び
軍
事
協
力
面
で
の
進
展
を
総
合
的
に
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
日
米
両
政
府
間
の
相

互
不
安
が
軍
事
協
力
の
進
展
に
与
え
た
影
響
や
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
貫
性
を
文
脈
的
に
分
析
す
る
。

１　

制
度
化
に
関
す
る
分
析

　

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
は
主
に
同
盟
の
公
式
性
と
軍
事
協
力
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
た
。
米

国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
撤
退
や
湾
岸
戦
争
と
朝
鮮
危
機
に
お
い
て
米
国
に
よ
る
批
判
を
背
景
に
、
米
国
が
引
き
続
い
て
守
っ
て
く
れ
る
か
と

い
う
日
本
側
の
疑
念
や
、
日
本
が
二
国
間
の
日
米
安
保
体
制
よ
り
も
多
国
間
安
保
を
重
視
す
る
こ
と
や
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
脅
威
に
対
処

す
る
た
め
の
核
開
発
へ
の
米
国
の
懸
念
と
い
っ
た
相
互
不
安
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
格
上
げ
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
新
設
、
お
よ
び
日
米
安
全
保
障
共

同
宣
言
な
ど
の
同
盟
関
係
の
公
開
や
確
認
の
原
動
力
で
あ
り
、
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
締
結
や
Ｔ
Ｍ
Ｄ
に
関
す
る
共
同
研
究
、
防
衛
費
負
担
分
担
の

拡
大
な
ど
の
防
衛
協
力
の
深
化
、
お
よ
び
〇
七
大
綱
や
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
日
米
防
衛
協
力
の
範
囲
拡
大
を
促
進
し
た
。
そ
し
て
、

抑
制
要
因
の
反
軍
主
義
が
低
減
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
し
た
進
展
の
実
現
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

冷
戦
の
終
焉
が
も
た
ら
す
「
平
和
の
配
当
」
へ
の
期
待
は
日
米
両
国
に
「
敵
が
い
な
い
の
に
な
ぜ
同
盟
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
疑
問

を
投
げ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
湾
岸
戦
争
や
朝
鮮
危
機
に
よ
っ
て
、
日
米
同
盟
の
軍
事
機
能
の
欠
陥
が
暴
露
さ
れ
、
同
盟
崩
壊
の
恐
れ
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
最
も
肝
心
な
の
は
一
〇
万
人
規
模
の
米
軍
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
維
持
を
約
束
し
、
共
同
宣
言
で
米
国
の
対
日
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防
衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
た
。
こ
う
し
て
、
日
米
両
政
府
は
同
盟
の
再
定
義
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
同
盟
の
漂
流
」
を
回
避

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
済
摩
擦
を
配
慮
し
つ
つ
安
全
保
障
上
の
相
互
依
存
性
を
強
化
し
て
い
た
日
米
同
盟
は
、
ソ
連
に
よ
る
脅
威
が
不
在
と

な
っ
た
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
、「
誰
と
戦
う
か
（w

ho you w
ill fight against

）」
か
ら
「
誰
を
支
持
す
る
か
（w

ho you w
ill stand 

w
ith

）」
へ
の
目
標
転
換（
（16
（

に
成
功
し
て
い
た
。

２
　
諸
要
因
に
関
す
る
分
析

　

一
九
九
〇
年
代
の
日
米
同
盟
が
直
面
す
る
課
題
は
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
の
防
衛
負
担
分
担
と
自
立
化
す
る
恐
れ
の
ジ
レ
ン
マ
か
ら
、

両
国
間
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
経
済
問
題
と
日
本
自
立
化
の
ジ
レ
ン
マ
へ
と
転
化
し
て
い
た
。
日
本
の
自
立
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
本
章

で
論
じ
ら
れ
た
軍
事
協
力
を
通
じ
て
不
可
分
の
日
米
同
盟
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
と
い
う
方
策
は
、
従
来
米
国
が
と
っ
て
き
た

政
策
と
同
じ
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
言
え
よ
う
。

　

ま
ず
、
こ
の
相
互
不
安
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
関
す
る
日
米
協
力
や
周
辺
事
態
を
対
象
と
す
る
軍
事
協
力
を
促
進
し
た
。
も
と
も
と
一
九

九
〇
年
代
に
米
国
は
双
方
向
の
技
術
交
流
お
よ
び
自
衛
隊
と
米
軍
と
の
相
互
運
用
性
の
向
上
を
非
常
に
重
視
し
て
お
り
、
朝
鮮
危
機
が
そ

れ
を
加
速
さ
せ
た
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
重
視
さ
れ
て
き
た
技
術
協
力
は
こ
の
時
代
に
よ
り
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
Ｔ
Ｍ

Ｄ
に
関
す
る
共
同
研
究
は
二
〇
〇
三
年
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
日
本
導
入
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
朝
鮮
危
機
が
も
た
ら
す
も
う
一
つ
の
大
き
な
影
響
は
、
防
衛
大
綱
の
見
直
し
に
周
辺
事
態
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
前
か
ら
米
国
側
は
朝
鮮
有
事
の
時
に
お
け
る
日
米
防
衛
協
力
を
要
請
し
て
い
た
が
、
日
本
政
府
は
憲
法
上
の
問
題
で
認
め
て
こ
な
か
っ

た
。
冷
戦
終
結
を
契
機
と
し
て
、
日
米
同
盟
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
危
機
に
直
面
す
る
状
況
で
、
日
本
側
は
や
っ
と
周
辺
事
態
対
処
の
同
盟

責
任
を
受
容
し
た
。
こ
れ
は
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
の
第
一
歩
と
な
り
、
後
の
限
定
的
な
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の
嚆
矢
と
も
な

っ
て
い
る
。
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最
後
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
同
盟
の
公
式
性
と
軍
事
協
力
の
両
方
が
大
幅
に
進
展
す
る
要
因
と
し
て
、
反
軍
主
義
の
さ
ら
な
る

低
下
お
よ
び
そ
の
代
表
的
な
政
党
の
方
針
転
換
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
社
会
で
の
反
軍
主
義
の
低
調
に
伴
い
、
反
自
衛
隊
・
反
日
米
安
保

の
旗
を
降
ろ
し
た
社
会
党
が
主
導
す
る
村
山
政
権
は
日
米
同
盟
の
再
定
義
に
画
期
的
な
〇
七
大
綱
を
作
り
出
し
、
自
衛
隊
を
認
め
た
に
と

ど
ま
ら
ず
、
日
米
同
盟
の
た
め
に
そ
の
運
用
範
囲
を
拡
大
し
た
。

お
わ
り
に

　
以
上
の
論
述
か
ら
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
米
同
盟
の
制
度
化
が
主
に
日
米
両
政
府
間
の
相
互
不
安
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
も
は
や
日
本
国
内
の
反
軍
主
義
に
は
強
く
影
響
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
解
明
さ
れ
た
。
一
方
で
、
こ
の
二
つ
の
時

代
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
制
度
化
の
進
展
と
そ
の
要
因
を
比
較
す
れ
ば
、
同
盟
の
公
式
性
と
軍
事
協
力
の
両
方
で
急
速
に
進
ん
で
い
た
一

九
九
〇
年
代
は
軍
事
協
力
で
緩
や
か
に
進
ん
で
い
た
一
九
八
〇
年
代
と
比
べ
て
、
そ
の
日
米
間
の
相
互
不
安
が
は
る
か
に
深
刻
で
あ
っ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
互
不
安
の
程
度
の
増
減
が
日
米
同
盟
の
制
度
化
に
与
え
る
影
響
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
方
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
記
憶
が
徐
々
に
遠
く
な
る
に
つ
れ
、
吉
田
が
提
示
し
て
い
た
反
軍
主
義
と
い
う
要
因
の
影
響
力
は
一
九
八
〇
年
代
以

降
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

　
本
稿
で
提
示
さ
れ
た
相
互
不
安
と
反
軍
主
義
が
同
盟
の
制
度
化
に
与
え
る
影
響
は
、
日
米
同
盟
以
外
の
同
盟
へ
一
般
化
す
る
こ
と
が
難

し
い
。
ま
ず
、
一
般
的
に
言
う
と
、
国
際
協
力
は
信
頼
関
係
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、
相
互
不
安
は
こ
の
信
頼
感
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
。

日
米
同
盟
に
お
け
る
相
互
不
安
の
促
進
効
果
は
、
戦
後
の
米
国
に
よ
る
日
本
占
領
を
は
じ
め
と
し
た
日
米
間
特
有
の
国
力
や
軍
事
力
の
非

対
称
性
に
由
来
す
る
と
推
察
す
る
。
そ
し
て
、
戦
後
の
日
本
に
高
揚
し
た
反
戦
・
反
軍
主
義
は
「
平
和
憲
法
」
の
源
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
思
潮
が
同
盟
の
制
度
化
に
対
す
る
影
響
も
日
本
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
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最
後
に
、
本
稿
の
分
析
結
果
が
現
代
の
日
米
同
盟
に
示
唆
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
冷
戦
後
の
「
歴
史
の
終
わ
り（
（16
（

」
か

ら
僅
か
三
〇
年
後
の
今
、
中
国
の
経
済
力
・
軍
事
力
が
急
成
長
す
る
に
つ
れ
、
権
威
主
義
が
台
頭
し
既
存
の
国
際
秩
序
を
変
更
し
よ
う
と

し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
は
一
九
八
〇
年
代
に
若
干
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
バ
イ

デ
ン
（Joseph Biden, Jr.

）
大
統
領
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
よ
う
に
戦
略
的
相
手
に
対
抗
す
る
た
め
に
同
盟
国
の
結
束
を
図
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
状
況
は
一
九
八
〇
年
代
と
は
ま
た
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
ず
、
当
時
の
米
国
は
極
東
よ
り
も
欧
州
を
重
視
し
て
い

た
が
、
今
の
米
国
は
中
国
と
の
戦
略
的
競
争
を
重
視
す
る
姿
勢
を
明
確
化
し
、
中
国
に
長
期
的
に
対
抗
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お

け
る
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
最
重
視
す
る
姿
勢
が
表
明
さ
れ
た（
（16
（

。
現
在
の
日
米
同
盟
が
直
面
す
る
の
は
、
新
た
な
歴
史
的
な
機
会
で
あ
り
、

挑
戦
で
も
あ
る
。
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
日
の
日
米
首
脳
会
談
で
、
一
〇
月
に
就
任
し
た
岸
田
文
雄
首
相
と
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
の
た
め
に
日
米
同
盟
の
更
な
る
強
化
方
針
を
確
認
し
た（
（16
（

よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
が
さ
ら
に
緊

張
す
る
と
、
地
域
に
お
け
る
日
本
の
軍
事
的
貢
献
が
も
っ
と
望
ま
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
の
防
衛
力
が
さ
ら
に

伸
び
て
、
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
規
定
が
さ
ら
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

　

他
方
、
今
の
世
界
が
二
極
構
造
で
は
な
く
な
り
、
日
米
間
の
結
束
は
新
た
な
挑
戦
に
直
面
し
て
い
る
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
（Glenn 

Snyder

）
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ス
ト
同
盟
論
に
よ
る
と
、
二
極
構
造
で
の
同
盟
国
の
持
つ
選
択
肢
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
盟
管
理
が
容
易

で
あ
る（
（16
（

。
こ
う
し
た
構
造
で
、
同
盟
国
が
感
じ
る
見
捨
て
ら
れ
る
不
安
は
比
較
的
に
少
な
い
の
で（
（16
（

、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
同
盟

の
制
度
化
が
緩
や
か
に
進
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
米
同
盟
は
崩
壊
に
至
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
も
し
今
度
日
本
は
ま
た
集
団
自
衛
権

の
行
使
に
法
制
上
の
問
題
が
起
こ
り
、
米
軍
と
の
連
携
が
上
手
く
と
れ
な
い
、
つ
ま
り
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
湾
岸
戦
争
や
朝
鮮
危
機

の
失
敗
を
繰
り
返
す
な
ら
、
日
米
同
盟
は
も
っ
と
危
う
く
な
る
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
今
に
も
「
新
冷
戦
」
の
よ
う
な
言
説
が
現
れ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
新
冷
戦
期
と
は
構
造
的
な
相
違
が
存
在
す
る
。
当
時
に

お
け
る
東
西
陣
営
の
間
の
か
か
わ
り
が
限
定
さ
れ
た
が
、
経
済
的
相
互
依
存
関
係
が
も
は
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
あ
の
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（
１
）		

外
務
省
「
日
米
共
同
ビ
ジ
ョ
ン
声
明
」
二
〇
一
五
年
四
月
二
八
日
、https://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/na/na1/us/page3_001203.htm

l

、

二
〇
二
一
年
一
一
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
。

（
２
）		

防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
（
令
和
三
年
版
）』
二
〇
二
一
年
八
月
三
一
日
、
二
六
三
頁
、https://w

w
w
.m

od.go.jp/j/publication/w
p/

w
p2021/pdf/w

p2021_JP_Full_01.pdf

、
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
。

（
３
）		

『
防
衛
白
書
（
令
和
三
年
版
）』
二
六
四
―
二
六
八
頁
。

（
４
）		

例
え
ば
、
衆
議
院
「
日
米
同
盟
の
歴
史
的
認
識
と
法
的
根
拠
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
、https://w

w
w
.shugiin.

go.jp/internet/itdb_shitsum
on.nsf/htm

l/shitsum
on/a19590.htm

、
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
。

（
５
）		

西
原
正
、
土
山
實
男
監
修
『
日
米
同
盟
再
考

―
知
っ
て
お
き
た
い
一
〇
〇
の
論
点
』
亜
紀
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
八
六
頁
。

（
６
）		

外
務
省
「
新
た
な
時
代
に
お
け
る
日
米
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
二
〇
二
一
年
四
月
一
六
日
、
一
頁
、https://w

w
w
.m

ofa.
go.jp/files/100181507.pdf

、
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
。

（
７
）		

吉
田
真
吾
『
日
米
同
盟
の
制
度
化

―
発
展
と
深
化
の
歴
史
過
程
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
。

よ
う
な
大
国
間
の
分
断
と
衝
突
は
果
た
し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。「
世
界
の
工
場
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
い
う
巨
大

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
重
要
な
ノ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
技
術
力
も
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
日

本
の
貿
易
相
手
国
一
位
と
な
っ
て
き
た
中
国
は（
（17
（

、
自
分
が
経
済
的
相
互
依
存
の
網
に
重
要
な
ノ
ッ
ト
を
持
つ
こ
と
を
利
用
し
、
日
本
に
対

し
て
強
制
外
交
を
行
う
こ
と
が
で
き
る（
（17
（

。
そ
の
時
、
民
主
国
家
で
あ
る
日
本
は
民
生
な
ど
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
か
、
米
国
の
政
策
傾
向

に
乖
離
す
る
か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
も
以
前
の
時
代
に
な
か
っ
た
新
た
な
挑
戦
と
は
言
え
よ
う
。

　

時
代
の
変
わ
り
が
国
際
関
係
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
重
要
で
あ
っ
た
反
軍
主
義

規
範
が
一
九
八
〇
―
九
〇
年
代
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
日
米
同
盟
を
説
明
す
る
た
め
に
、

相
互
不
安
は
依
然
と
し
て
有
効
な
の
か
、
そ
れ
以
外
の
要
因
が
現
れ
る
か
を
引
き
続
き
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
今
後
の
研

究
課
題
と
し
た
い
。
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（
８
）		

土
山
實
男
「
日
米
同
盟
の
国
際
政
治
理
論

―
リ
ア
リ
ズ
ム
・
リ
ベ
ラ
ル
制
度
論
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」『
国
際
政
治
』
第
一
九
九

七
巻
第
一
一
五
号
、
一
九
九
七
年
五
月
、
一
六
一
―
一
七
九
頁
。

（
９
）		Jennifer M

. Lind, “Pacifism
 or Passing the Buck? T

esting T
heories of Japanese Security Policy,” International Security 29, 

no. 1 （Sum
m
er 2004

）: 92-121.

（
10
）		Jam

es D
. M

orrow
, “A

lliances: W
hy W

rite T
hem

 D
ow

n?” A
nnual R

eview
 of Political Science 3 （June 2000

）: 63-83.

（
11
）		

同
右
、
八
―
一
三
頁
。

（
12
）		

同
右
、
一
三
―
一
四
頁
。

（
13
）		

同
右
、
二
九
〇
―
二
九
三
頁
。

（
14
）		

同
右
、
四
―
五
頁
。Brett A

. Leeds and Sezi A
nac, “A

lliance Institutionalization and A
lliance Perform

ance,” International 
Interactions 31, no. 3 （July 2005

）: 183-202.

（
15
）		

吉
田
『
日
米
同
盟
の
制
度
化
』
一
三
頁
。

（
16
）		

同
右
、
九
頁
。

（
17
）		T

hom
as U

. Berger, “From
 Sw

ord to Chrysanthem
um

: Japan’s Culture of A
nti-m

ilitarism
,” International Security 17, no. 4 

（Spring 1993

）: 119-150; Sun-K
i Chai, “Entrenching the Y

oshida D
octrine: T

hree T
echnique for Institutionalization,” 

International O
rganization 51, no. 3 

（Sum
m
er 1997

）: 389-412; Peter J. K
atzenstein and N

obuo O
kaw

ara, “Japan’s N
ational 

Security: Structures, N
orm

s, and Policies,” International Security 17, no. 4 （Spring 1993

）: 84-118.

（
18
）		A

kitoshi M
iyashita, “W

here D
o N

orm
s Com

e From
? Foundation of Japan’s Postw

ar Pacifism
,” International R

elations of the 

A
sia-Pacific 7, no. 1 （January 2007

）: 99-120.

（
19
）		

防
衛
庁
編
「
第
一
部
第
二
章　

我
が
国
周
辺
の
軍
事
情
勢
」『
防
衛
白
書
（
昭
和
六
三
年
版
）』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
八
年
；
防
衛
庁
編

「
第
一
部
第
二
章　

我
が
国
周
辺
の
軍
事
情
勢
」『
防
衛
白
書
（
平
成
元
年
版
）』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
九
年
。

（
20
）		

道
下
徳
成
「
自
衛
隊
の
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
発
展
と
意
義
」
石
津
朋
之
ほ
か
編
『
シ
ー
・
パ
ワ
ー

―
そ
の
理
論
と
実
践
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
二

〇
〇
八
年
、
二
四
五
頁
。

（
21
）		

防
衛
庁
編
「
第
一
部
第
二
章　

概
観
」『
防
衛
白
書
（
昭
和
五
六
年
版
）』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
一
年
。

（
22
）		

中
曽
根
康
弘
「
第
一
〇
三
回
国
会
（
臨
時
会
）
に
お
け
る
所
信
表
明
演
説
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
世
界
と
日
本
」
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
四
日
、
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https://w
orldjpn.grips.ac.jp/docum

ents/texts/pm
/19851014.SW

J.htm
l

、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
。

（
23
）		“N

SSD
-6: U

nited States-Japan Relations,” Secret Report, July 20, 1982, N
ational Security A

rchive, Japan and the U
.S., 1977-

1992 ［hereafter JU
S 77-92

］, JA
01004, 1.

（
24
）		
大
矢
根
聡
「
日
米
関
係
の
諸
断
面
」『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
〇
年
三
月
六
日
。

（
25
）		JA

01004, 5.

（
26
）		“Grow

ing Entanglem
ent of U

.S.-Japan T
rade and D

efense Issues,” Confidential Inform
ation M
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